
紀
元
後
の
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国

春

田

晴

β良

紀元後のエリュマイス董国（春鋤

は
　
じ
　
め
　
に

　
現
在
の
イ
ラ
ン
の
南
西
部
、
フ
ー
ゼ
ス
タ
ン
地
方
は
、
地
形
的
に
は
、
西

の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
つ
な
が
る
平
野
部
と
、
ザ
グ
ロ
ス
山
間
部
と
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
。
フ
ー
ゼ
ス
タ
ン
は
、
か
つ
て
エ
ラ
ム
人
が
活
躍
し
た
地
方
で

あ
り
、
北
部
平
野
部
に
あ
る
エ
ラ
ム
時
代
か
ら
の
都
市
ス
ー
サ
ω
口
。
。
ρ
は
、

バ
カ
ー
マ
ニ
シ
ュ
朝
（
ア
カ
イ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
）
時
代
に
は
首
府
と
し

て
機
能
し
て
い
た
。

　
こ
の
フ
ー
ゼ
ス
タ
ン
に
、
紀
光
前
二
世
紀
半
ば
か
ら
紀
元
後
三
世
紀
初
め

に
か
け
て
、
小
さ
な
王
国
が
存
在
し
て
い
た
。
本
稿
で
扱
う
エ
リ
ュ
マ
イ
ス

国
ぐ
旨
鉱
ω
王
国
で
あ
る
。

　
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
麗
の
歴
史
は
、
そ
の
支
配
領
域
お
よ
び
発
行
貨
幣
の
違

い
に
よ
っ
て
、
後
四
五
年
頃
を
境
に
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
こ
で
は
、
オ
ジ
ェ
の
用
語
に
な
ら
っ
て
、
前
半
を
1
期
、
後
半
を
巫
期
と

呼
ぶ
。

　
1
期
の
領
域
は
、
フ
ー
ゼ
ス
タ
ン
北
東
部
の
山
岳
地
帯
と
南
部
の
低
地
と

推
定
さ
れ
、
ご
く
短
い
期
間
を
除
い
て
北
部
平
野
部
の
中
心
都
市
ス
ー
サ
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
貨
幣
は
銀
貨
と
銅
貨
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
貨
幣
の
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

文
の
岨
路
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
み
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
1
期
の
領
域
は
、
ス
：
サ
や
そ
の
近
傍
（
ス
シ
ア
ナ
ω
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

。。

y
ゆ
曽
平
野
）
を
含
む
も
の
と
な
る
。
フ
ー
ゼ
ス
タ
ソ
の
大
部
分
が
支
配
領

域
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貨
幣
は
銅
貨
の
み
と
な
り
、
ま
た
銘
文
に
ギ

リ
シ
ア
語
以
外
の
言
語
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
H
期
は
さ
ら
に
発
行
銅
貨
の
相
違
か
ら
二
つ
の
時
期
に
明
確
に
区
別
で
き

る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
前
半
を
狂
A
期
、
後
半
を
狂
B
期
と
呼
ぶ
。
豆
A
期

の
銅
貨
は
、
1
翻
期
の
テ
ト
ラ
ド
ラ
ク
マ
銀
漁
貝
の
直
径
（
三
十
ミ
リ
弱
）
と
重

量
（
十
五
グ
ラ
ム
弱
）
を
受
け
継
い
だ
大
規
格
貨
（
α
q
舜
出
α
導
。
α
巳
Φ
）
と
、

1
期
の
ド
ラ
ク
マ
銀
貨
の
直
径
（
十
五
ミ
リ
前
後
）
と
即
今
（
三
～
四
グ
ラ
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ム
）
を
受
け
継
い
だ
小
規
格
貨
（
℃
簿
津
筥
。
創
9
Φ
）
と
か
ら
な
る
。
こ
れ
に

対
し
て
H
B
期
の
銅
貨
で
は
、
大
規
格
貨
が
な
く
な
り
、
小
規
格
貨
と
直
径

九
～
十
ニ
ミ
リ
、
重
琶
二
・
五
グ
ラ
ム
以
下
の
極
小
規
格
（
首
α
ω
℃
Φ
馨
ヨ
？

Ω
臨
。
）
貨
と
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
∬
A
期
銅
貨
で
は
表
面
の
王

の
胸
像
の
右
側
に
「
三
日
月
と
星
」
お
よ
び
「
上
下
逆
向
き
の
錨
」
の
シ
ン

ボ
ル
が
必
ず
描
か
れ
て
い
る
が
、
H
B
期
で
は
必
ず
し
も
シ
ン
ボ
ル
は
描
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
な
く
な
り
、
特
に
「
三
日
月
」
の
シ
ン
ボ
ル
は
き
わ
め
て
稀
に
な
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
確
認
す
る
の
は
以
下
の
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国
H
A
期
（
お
お
よ
そ
紀
元
後
一
世
紀
後
半
か
ら
二
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

紀
半
ば
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
る
）
の
貨
幣
の
銘
文
の
言
語
は
、
ス
ー
サ
で

鋳
造
さ
れ
た
、
小
規
格
貨
の
銘
文
を
も
つ
貨
幣
（
有
銘
貨
幣
）
と
、
ス
ー
サ

以
外
の
地
で
鋳
造
さ
れ
た
大
規
格
貨
と
で
は
異
な
る
。
小
規
格
貨
の
銘
文
は
、

は
じ
め
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
記
さ
れ
、
そ
の
の
ち
、
不
明
の
言
語
（
パ
ル
テ
ィ

ア
語
と
も
考
え
ら
れ
る
）
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
大
規
格
貨
の

銘
文
は
、
ア
ラ
ム
語
で
｝
回
し
て
記
さ
れ
る
。

　
右
記
の
結
論
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
H
A
期
の
貨
幣
の
相
対
年
代
一

い
い
か
え
れ
ば
亘
A
期
の
王
位
の
継
承
順
、
大
小
両
規
格
貨
の
鋳
造
地
、
銘

文
に
記
さ
れ
た
言
語
、
以
上
の
三
点
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

実
は
、
オ
ジ
ェ
の
報
告
が
出
版
さ
れ
た
段
階
（
一
九
七
九
年
）
で
こ
の
三
点

は
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
研
究
史
が
的
確
に

把
握
さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
、
こ
れ
ら
三
点
に
つ
い
て
の
研
究
を
総
合
す
る

試
み
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
∬
A
期
の
史
料
を
紹
介
し

た
後
、
王
位
の
継
承
順
、
貨
幣
の
鋳
造
地
、
銘
文
の
言
語
に
つ
い
て
、
従
来

の
説
を
確
認
、
補
強
し
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
右
記
の
結
論
を
導
き
出
す
。

③
　
P
＞
q
σ
Q
少
竃
o
p
舜
δ
ω
住
”
国
ξ
旨
巴
9
飢
。
じ
ご
騨
註
占
累
①
昌
p
民
9
0
け
濡
㌣

　
。
・
噺
置
山
ω
9
鉱
旨
雪
㌧
P
＞
雌
σ
q
邸
－
幻
●
O
⊆
に
鉱
i
O
●
い
。
”
置
。
が
↓
ミ
§
器
塁

　
旨
ミ
駄
寓
§
し
d
象
蔵
愚
三
惑
ミ
ミ
S
恥
牒
§
豊
ミ
乱
動
o
N
ミ
§
ミ
増
富
q
ミ
婁
§
帖
㍗

　
N
覇
§
§
ミ
ミ
噛
蕊
、
諸
傷
ヨ
。
冒
。
ω
9
冨
U
a
£
p
臨
。
嵩
〉
吋
。
頴
9
0
σ
q
5
器
8
H
鑓
昌

　
蓼
評
密
一
ミ
P
唱
る
窃
占
O
邸
℃
　
。
。
∴
醐
（
回
雪
σ
q
少
竃
。
ヨ
ρ
一
Φ
ω
α
、
欝
嘱
目
9
－

　
践
①
Y
な
お
、
イ
ラ
ン
（
ペ
ル
シ
ア
）
を
発
掘
し
た
フ
ラ
ン
ス
隊
の
報
告
欝
は
以

　
下
の
略
号
を
用
い
る
。

　
竃
U
勺
”
　
罵
似
筥
。
蹄
Φ
ω
ユ
。
冨
U
巴
⑩
σ
q
㊤
㌶
o
昌
㊥
類
勺
Φ
誘
Φ

　
鼠
舞
〉
℃
鱒
盗
電
諺
。
甘
窃
α
o
冨
寓
h
。
。
。
。
｛
o
昌
＞
8
ぼ
瓜
島
。
σ
窺
δ
器
α
o
勺
。
携
。

　
窓
鼠
〉
囲
鱒
竃
①
ヨ
。
貯
。
ω
α
Φ
国
社
一
ω
ω
δ
昌
〉
岩
び
⑩
9
0
◎
q
δ
口
⑦
o
湿
H
巴
僧
昌

　
寓
一
）
渚
”
護
傷
ヨ
。
搾
。
ω
9
雷
U
色
£
㊤
鉱
。
口
〉
岩
げ
傷
巳
。
σ
q
5
鎧
Φ
o
鐸
囲
冨
”

②
1
期
に
つ
い
て
は
、
O
．
い
。
閃
置
Φ
お
卸
§
§
務
N
題
験
馬
§
職
§
防
ミ
N
題

　
ぎ
曳
暮
題
．
卜
器
驚
§
ミ
鼠
鳶
恥
吻
§
O
起
恥
ミ
鳶
恥
ミ
馬
、
ミ
無
ミ
喬
繕
馬
誉
e
篭
驚
、
寓
呂
＞
H

　
o
。
Q
。
、
勺
p
臨
ω
お
①
㎝
（
目
ど
①
　
国
一
α
O
同
㌧
　
的
帖
い
防
鴨
）
㌧
娼
℃
．
Q
。
α
b
3
1
ω
窃
G
。
、
爵
①
1
禽
『
お
よ
び

　
押
累
閏
蔓
。
㌧
§
馬
ミ
象
。
曙
ミ
さ
§
§
馬
N
ミ
噛
び
竃
餌
づ
。
σ
窪
お
Q
。
野
℃
や
培
G
。
I

　
N
胡
参
照
。

③
後
四
五
年
頃
、
ス
ー
サ
に
お
け
る
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
（
ア
ル
サ
ケ
ス
朝
パ
ル
テ
ィ

　
ア
）
貨
幣
の
発
行
は
終
わ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
降
ス
ー
サ
は
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国

　
の
支
配
下
に
入
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
U
¢
労
一
α
。
5
砺
楠
§
㌧
℃
や
島
α
1

128　（444）



紀元後のエリュマイス王国（春国）

　
自
Φ
）
。
H
期
に
つ
い
て
の
概
説
は
、
い
o
七
言
⑦
5
9
窃
P
眉
℃
．
誌
？
心
ω
O
お
よ
び

　
同
蔓
ρ
8
P
6
鐘
が
信
頼
で
き
る
◎

④
π
A
期
の
貨
幣
と
豆
B
期
の
貨
幣
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
〉
自
σ
Q
少
銀
9
　
奏
㍗

　
①
ω
α
、
届
ζ
旨
ρ
鼠
①
参
照
。
∬
B
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
史
料
公
刊
状
況
か
ら
わ

　
か
る
こ
と
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
〉
目
㈹
少
。
や
。
搾
で
は
、
H
B
期
の
貨
幣
が

　
七
種
類
に
分
け
ら
れ
、
各
々
異
な
っ
た
王
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
の
種
類
は
一
人
の
王
に
属
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
現

　
に
竃
・
≧
話
∋
㌧
≧
Q
ミ
焼
9
ミ
㌣
ミ
V
蕊
黛
画
§
↓
§
a
§
§
へ
§
§
募
、
H
欝
コ
冨
。
｝
δ
ω

　
勺
魯
ω
9
μ
o
琶
9
旨
。
μ
9
0
7
膳
㌧
≦
冷
コ
H
O
◎
。
①
（
℃
℃
。
一
ω
四
珠
窃
。
。
㌧
月
h
．
重
点
⑦
が
エ

　
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
を
扱
う
。
〉
冒
曽
葺
さ
§
慧
a
特
喚
愚
滝
袋
と
略
）
で
は
王
は
五

　
人
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
王
の
前
後
順
も
オ
ジ
ェ
と
ア
ル
ラ
ム
と
で
は
必
ず
し
も

　
　
一
致
し
て
い
な
い
。

⑤
　
H
A
期
の
貨
幣
全
て
の
年
代
を
後
一
入
～
五
〇
年
頃
に
お
き
、
最
初
の
王
は
ア

　
ル
シ
ャ
ク
朝
諸
王
の
王
ア
ル
タ
バ
ー
ン
ニ
世
（
古
い
数
え
方
で
は
三
世
、
在
位
は

　
後
一
〇
～
三
八
年
）
の
王
子
で
あ
る
と
す
る
¢
．
囚
p
訂
の
8
象
㌧
」
ミ
＆
§
自
窺
N

　
由
§
叙
軌
職
9
ミ
肉
さ
ミ
y
切
。
吋
ロ
お
0
9
℃
や
ω
リ
ム
刈
の
説
は
、
い
①
菊
達
。
ジ
9
畠
馬

　
刊
行
（
一
九
穴
五
年
）
以
降
、
全
く
価
値
を
失
っ
た
。
後
騒
五
年
頃
ま
で
ア
ル
シ

　
ャ
ク
朝
が
確
保
し
て
い
た
ス
ー
サ
（
こ
の
こ
と
を
ル
・
リ
ゲ
ル
は
確
証
し
た
）
に

　
お
い
て
大
量
の
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
E
A
期
貨
幣
が
発
見
さ
れ
て
い
る
事
実
に
、
カ
ー

　
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
説
は
完
全
に
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
カ
ー
ル

　
シ
ュ
テ
ッ
ト
説
を
肯
定
的
に
紹
介
す
る
研
究
が
あ
と
を
た
た
な
い
の
で
、
目
に
付

　
い
た
限
り
を
こ
こ
に
列
挙
し
て
お
く
。
国
・
い
閑
⑦
鉱
溜
勺
留
ヨ
冨
嵩
渚
凶
℃
℃
霞
き
α

　
〈
o
δ
α
q
p
ω
o
ω
．
o
Q
8
芸
。
ヨ
の
＃
鋒
①
σ
Q
質
〉
＝
畷
℃
o
昏
①
G
・
一
。
・
、
旨
N
ミ
M
N
ミ
＆
導
恥

　
嵐
ミ
馬
篭
ミ
濤
◎
篭
§
誉
、
的
。
鼠
ミ
黛
（
1
一
逢
O
騎
）
り
q
㌧
一
り
誤
、
℃
や
①
昏
二
〇
1
⑦
ω
卜
⊃
中
の

、
も
ワ
爲
さ
。
ふ
b
。
倉
塊
璽
ω
。
試
℃
℃
ヨ
嘗
7
Q
臓
§
翫
箋
蝕
織
ミ
憾
ミ
、
ミ
魯
富
苫
“
題
罫
苧

　
ら
ミ
ひ
U
p
・
『
旨
ω
欝
象
一
り
○
。
ρ
喝
℃
．
9
占
一
”
噛
8
＞
話
き
監
し
。
一
圃
．
巨
δ
〉
冨
餌
。
曲
O

　
U
罵
舞
ω
ξ
℃
尊
蝉
遷
鼠
魯
8
秘
旨
N
§
9
§
3
潤
曜
点
線
葺
曾
巴
・
㌔
ゼ
。
議
。
づ
馨
ρ

　
（
1
1
肉
等
》
〈
o
r
H
H
h
p
ω
o
・
q
、
一
㊤
◎
。
①
℃
℃
ヤ
朝
b
昌
？
窃
Q
。
O
中
の
℃
．
翻
り
冠
註
↓
〉
冠
欝
－

　
σ
碧
器
℃
肉
N
3
＜
o
一
」
H
貯
ω
ρ
①
M
一
㊤
Q
。
ρ
℃
や
①
ミ
ふ
8
中
℃
．
⑦
蒔
Q
。
℃
炉
＜
p
亭

　
創
①
織
殿
Φ
薦
9
1
肇
ω
o
げ
な
℃
諺
㊤
コ
戸
卜
象
悉
ミ
書
唖
愚
携
ミ
恥
軌
．
司
ミ
註
ミ
§

　
（
N
蕊
こ
§
N
、
§
o
Q
§
特
自
ミ
富
㍉
鑓
乱
o
ρ
〉
暑
一
ρ
昌
ρ
。
。
毛
℃
嵐
碁
。
暮
属
下
Ω
o
昌
け

　
一
〇
Q
。
窃
（
1
1
＜
9
＆
雪
じ
σ
窪
α
Q
ぎ
一
o
Q
。
三
℃
℃
ヨ
p
窪
ヤ
ト
携
§
色
面
）
㌧
娼
や
培
I
b
。
○
。
■

　
今
後
も
し
ば
ら
く
は
こ
う
し
た
傾
向
が
続
き
そ
う
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
〉
轟
少
蜜
。
巨
巴
。
ω
畠
．
皆
高
邑
9
巴
①
曾

一
　
貨
幣
史
料
と
碑
文
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
エ
リ
ェ
マ
イ
ス
王
国
の
研
究
は
貨
幣
が
中
心
と
な
る
の
で
、
ま
ず
発
掘
に

よ
っ
て
出
土
し
た
貨
幣
の
公
刊
・
報
告
状
況
を
み
て
お
く
。

　
発
掘
途
上
で
個
々
に
発
見
さ
れ
た
貨
幣
か
ら
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
③

　
フ
ラ
ン
ス
隊
の
ス
ー
サ
発
掘
分
で
は
、
｝
九
二
五
～
穴
、
一
九
二
六
～
七
、

　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
九
二
七
～
八
、
一
九
二
九
～
三
〇
、
一
九
三
一
～
二
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
て
は
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
に
よ
っ
て
、
一
九
四
六
～
五
六
年
分

は
ル
・
リ
ゲ
ル
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
報
告
の

分
類
は
聴
く
、
個
々
の
貨
幣
の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、

王
朝
別
に
比
較
し
た
場
合
の
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
の
量
の
多
さ
だ
け
は
十
分

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
一
九
二
五
～
六
年
で
は
、
全
八
八
二

放
中
、
池
レ
ウ
コ
ス
憲
章
…
幣
三
五
枚
、
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
昏
夢
m
一
五
九
枚
、
セ
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レ
ゥ
コ
ス
朝
貨
幣
か
あ
る
い
は
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
貨
幣
八
○
枚
、
エ
リ
ュ
マ
イ

ス
貨
幣
二
二
三
枚
、
サ
ー
サ
1
ン
朝
貨
幣
四
〇
枚
、
イ
ス
ラ
ム
貨
幣
六
二
枚
、

そ
の
他
不
明
二
八
三
枚
と
分
類
さ
れ
て
い
る
（
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
の
内
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
1
期
0
枚
、
H
A
期
一
五
九
枚
、
H
B
期
二
九
枚
、
不
明
三
五
枚
目
。

そ
の
他
と
く
に
一
九
二
五
年
以
前
の
発
掘
分
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
パ

リ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
報
告
は
な
い
。

　
ザ
グ
ロ
ス
山
麓
の
近
接
す
る
二
つ
の
心
事
パ
ル
デ
・
ネ
シ
ャ
…
ン
デ

bご

�
欠
@
累
Φ
㎝
9
1
昌
鳥
①
と
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
ソ
レ
イ
マ
ー
ン
客
舘
寄
争
Φ
Q
Q
9
Φ
学

日
夕
は
、
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
隊
に
よ
っ
て
一
九
六
四
～
七

　
　
　
　
　
　
　
⑨

二
年
に
発
掘
さ
れ
た
。
出
土
貨
幣
は
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
テ
ヘ
ラ
ン
と
パ
リ
に
分

け
ら
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
パ
リ
所
蔵
分
の
報
告
書
が
、
一
九
七
九
年
オ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

エ
ら
に
よ
っ
て
旛
版
さ
れ
た
。

　
こ
の
う
ち
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
ソ
レ
イ
マ
…
ン
出
土
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
は
二

　
⑪

三
七
枚
（
1
期
三
枚
、
I
A
期
一
八
五
枚
、
五
B
期
四
五
枚
、
不
明
四
枚
）

で
、
分
類
が
詳
細
に
な
さ
れ
て
お
り
定
量
的
な
扱
い
も
可
能
で
あ
る
。

　
バ
ル
デ
：
不
シ
ャ
ー
ン
デ
出
土
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
は
ほ
と
ん
ど
が
次
に

述
べ
る
一
括
出
土
の
貨
幣
で
あ
る
が
、
他
の
部
分
か
ら
発
見
さ
れ
た
二
九
枚

（
王
期
ご
枚
、
H
A
期
一
八
枚
、
I
B
期
九
枚
）
も
報
告
書
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
そ
の
他
い
く
つ
か
の
地
域
か
ら
の
採
集
記
録
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
一
括
出
土
の
貨
幣
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
が
重
要
で
あ
る
。

　
一
九
〇
〇
年
ス
ー
サ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
発
見
さ
れ
た
五
八
三
枚
の
埋
納

貨
幣
（
う
ち
、
五
八
一
枚
が
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
H
A
期
貨
幣
、
一
枚
が
オ
ス
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

エ
ス
貨
幣
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
貨
幣
、
不
明
一
枚
）
は
、
　
一
九
〇
五
年
ア

ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
に
よ
っ
て
詳
細
に
分
類
・
研
究
さ
れ
、
発
表
さ

　
⑭

れ
た
。
彼
の
研
究
は
現
在
で
も
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
六
六
年
、
バ
ル
デ
・
ネ
シ
ャ
ー
ン
デ
の
下
都
の
テ
ラ
ス
上
に
建
て
ら

れ
た
四
面
の
神
殿
（
富
ヨ
覧
。
ま
時
ρ
霧
覧
。
）
の
第
五
室
か
ら
第
一
室
へ
上
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
石
段
の
上
段
の
敷
石
の
下
か
ら
、
四
九
〇
五
枚
の
貨
幣
が
発
見
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
の
報
告
に
よ
れ
ば
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
は
計
四
七
三
五
枚
で
、

そ
の
う
ち
パ
リ
齎
三
分
二
四
四
八
枚
（
1
期
0
枚
、
I
A
期
二
四
三
七
枚
、

オ
ス
μ
エ
ス
貨
幣
一
枚
、
I
B
期
五
枚
、
不
明
五
枚
）
が
オ
ジ
ェ
の
報
告
に

　
　
　
　
　
　
⑱

収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
貨
幣
の
埋
納
の
時
期
は
、
中
に
後
一
九
〇
／

一
年
付
の
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
銅
貨
が
含
ま
れ
て
お
り
明
ら
か
に
そ
れ
以
降
、
一

方
サ
…
サ
…
ソ
朝
の
貨
幣
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
サ
…
サ
ー
ン
朝
の
フ
ー

ゼ
ス
タ
ン
征
服
（
後
二
ご
四
年
頃
）
以
前
、
と
比
較
的
短
い
期
間
に
特
定
で

　
⑳

き
る
。
胤
黒
、
種
類
と
も
に
、
今
後
の
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
研
究
の
基
礎
に
据

え
ら
れ
る
べ
き
史
料
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
ヒ
ル
の
大
英
博
物
館
所
蔵
分
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
デ
ズ
フ
ー
ル

】
）
o
N
囲
巳
や
ス
ー
サ
出
土
の
埋
納
貨
幣
が
蚊
録
さ
れ
て
い
る
が
、
出
土
貨
幣
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紀元後のエリュマイス王國（春田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

全
体
の
状
況
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ァ
ー
ル
ス
の
シ
ー
ラ
…
ズ
Q
∩
冒
9
1
N

で
一
括
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
に
つ
い
て
は
私
は
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

翻
す
る
こ
と
が
で
き
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
以
上
が
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
の
公
刊
・
報
告
状
況
で
あ
る
。
史
料
と
し
て

扱
え
る
の
は
、
バ
ル
デ
・
ネ
シ
ャ
ー
ン
デ
の
一
括
出
土
貨
幣
、
ス
ー
サ
一
九

〇
〇
年
発
見
の
一
括
出
土
貨
幣
、
そ
し
て
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
ソ
レ
イ
マ
ー
ソ
出

土
貨
幣
で
あ
ろ
う
。
ス
…
サ
か
ら
個
々
出
土
し
た
貨
幣
は
、
報
告
さ
れ
て
い

な
い
分
が
多
く
全
容
が
全
く
つ
か
め
な
い
た
め
注
意
を
要
す
る
が
、
各
報
告

を
総
計
す
れ
ぼ
利
用
価
値
は
少
し
増
す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
H
A
期
貨
幣
に
つ
い
て
、
次
章
以
下
の
検
討
に
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
最
少
限
の
範
囲
で
、
素
描
し
て
み
よ
う
（
後
述
表
一
も
参
照
）
。

　
全
て
の
狂
A
期
貨
幣
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
臆
面
に
王
の
胸
像
が
描

か
れ
、
胸
像
の
右
に
コ
ニ
日
月
と
星
」
お
よ
び
「
上
下
逆
向
き
の
錨
扁
の
シ

ン
ボ
ル
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
王
は
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、

五
人
が
数
え
ら
れ
る
（
た
だ
し
次
章
注
⑩
参
照
）
。

　
一
人
の
王
に
属
す
る
貨
幣
が
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
タ
イ
プ
の
分
類
は
、
下
面
の
王
の
胸
像
の
梱
違
に
溶
く
も
の
で
あ

る
。
同
一
タ
イ
プ
ニ
王
一
タ
イ
プ
の
場
合
も
含
む
）
に
属
す
る
大
規
格
貨

の
表
面
と
小
規
格
貨
の
表
面
と
で
は
、
銘
文
の
有
無
を
除
い
て
、
図
像
表
現

上
め
だ
っ
た
差
異
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
大
き
さ
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
よ

り
大
き
な
大
規
格
貨
の
方
が
、
よ
り
微
細
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
、
大
規
格
貨
の
存
在
し
な
い
タ
イ
プ
も
あ
る
。

　
大
規
格
貨
の
う
ち
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ュ
ー
ル
（
～
）
の
貨
幣
に
は
銘
文
が

存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
残
り
の
四
王
の
大
規
格
貨
で
は
、
表
面
に
銘
文
が

必
ず
記
さ
れ
て
い
る
。

　
大
規
格
貨
の
裏
面
は
、
数
多
く
の
細
長
い
筋
・
点
が
み
ら
れ
る
の
み
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

る
。
た
だ
し
、
ウ
p
…
ド
q
3
創
（
婁
同
芝
鳥
）
一
世
の
二
合
は
、
そ
の
中
に

「
錨
」
の
シ
ン
ボ
ル
が
入
っ
て
い
る
貨
幣
も
あ
る
。

　
小
規
格
貨
で
は
、
表
面
が
同
一
タ
イ
プ
で
あ
っ
て
も
、
裏
面
が
さ
ら
に
い

く
つ
か
の
形
式
に
分
類
で
き
る
場
合
が
多
い
　
（
後
述
表
三
参
照
）
。
　
一
部
の

貨
幣
の
裏
面
に
は
、
女
神
の
胸
像
あ
る
い
は
全
身
像
の
ま
わ
り
に
銘
文
が
記

さ
れ
て
い
る
。
大
規
格
貨
と
違
い
、
小
規
格
貨
に
は
、
無
銘
の
貨
幣
も
数
多

い
。　

な
お
、
H
A
期
貨
幣
に
は
、
年
号
や
、
鋳
造
地
を
あ
ら
わ
す
モ
ノ
グ
ラ
ム

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
豆
A
期
貨
幣
の
基
本
的
な
特
徴
は
、
右
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
は
じ
め
に
、
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
は
銘
文
の
子
忌
の
維
移
を

確
認
す
る
の
が
屋
的
な
の
で
、
貨
幣
史
料
以
外
の
当
時
の
文
字
史
料
す
な
わ

ち
碑
文
に
も
鼠
を
通
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
出
土
．
所
在
地
を
ス
ー
サ
と
ザ
グ
ロ
ス
山
間
部
に
分
け
て
概
観
す
る
。
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ス
ー
サ
で
は
ア
ル
シ
ャ
ク
本
館
代
の
ギ
リ
シ
ア
語
碑
文
が
い
く
つ
か
出
土

　
　
　
㊧

し
て
い
る
。
中
で
も
有
名
な
の
は
、
後
二
一
／
二
年
付
の
王
布
告
（
刻
文
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

後
二
五
／
六
年
置
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国
下
の
ス
ー
サ

か
ら
碑
文
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
後
ご
一
五
年
付
の
、
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
諸

王
の
王
ア
ル
タ
バ
ー
ン
四
倣
と
ス
ー
サ
（
ス
シ
ア
ナ
）
の
サ
ト
ラ
ッ
プ
が
描

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

か
れ
た
浮
彫
に
付
さ
れ
た
碑
文
は
、
パ
ル
テ
ィ
ア
語
で
記
さ
れ
て
い
る
（
た

だ
し
当
蒋
の
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国
と
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら

　
⑳

な
い
）
。

　
一
方
、
ザ
グ
ロ
ス
山
聞
部
で
は
、
　
一
ケ
所
ホ
ン
ゲ
・
ノ
ウ
ル
ー
ズ
ィ
…

メ
。
嵩
σ
q
あ
属
O
q
昌
昌
の
浮
彫
に
パ
ル
テ
ィ
ア
語
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

性
が
あ
る
の
を
除
い
て
、
他
の
確
認
で
き
る
碑
文
、
タ
ン
ゲ
・
サ
ル
ヴ
ァ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ク
↓
㊤
コ
α
q
あ
ω
勲
目
く
画
］
内
、
　
タ
ン
ゲ
・
ボ
タ
ー
ン
8
簿
昌
σ
q
あ
切
O
叶
帥
ご
、
　
ホ
ン
ゲ

　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

・
キ
『
マ
ー
ル
ヴ
ァ
ン
ド
メ
。
ゆ
σ
q
占
国
ρ
ヨ
豪
く
㊤
昌
α
、
パ
ル
デ
・
ネ
シ
ャ
ー

　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ン
デ
、
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
ソ
レ
イ
マ
ー
ン
、
の
諸
碑
文
は
す
べ
て
ア
ラ
ム
語
で

　
　
　
　
　
⑳

書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
碑
文
で
用
い
ら
れ
る
ア
ラ
ム
文
宇
の
字
体
は
全

く
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
独
自
の
も
の
で
あ
る
（
以
降
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
字
体
と
呼
ぶ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

エ
リ
ュ
マ
イ
ス
字
体
の
全
容
は
ヘ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
パ

レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
点
か
ら
若
干
の
字
体
の
変
遷
を
追
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
が
、
絶
対
年
代
の
決
め
手
は
な
く
、
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
圏
－
期
、
H
期
ど

ち
ら
に
ど
の
碑
文
が
属
す
る
か
研
究
者
の
一
致
は
み
ら
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
が
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国
関
連
地
域
の
碑
文
の
言
語
の
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
貨
幣
史
料
、
碑
文
史
料
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
豆
A

期
貨
幣
の
研
究
か
ら
え
ら
れ
た
H
A
期
の
王
位
継
承
順
に
つ
い
て
ま
ず
述
べ

よ
う
。①

　
こ
と
に
I
A
期
は
、
現
地
外
の
同
時
代
史
料
が
極
度
に
乏
し
い
。
私
の
知
る
限

　
り
で
は
、
シ
リ
ア
の
パ
ル
ミ
ュ
ラ
鐵
土
の
後
一
三
八
年
の
臼
付
を
も
つ
ニ
ケ
国
語

　
碑
文
の
み
で
あ
る
（
パ
ル
ミ
ュ
ラ
語
版
は
い
O
窪
鉱
器
碧
℃
ピ
騨
ω
窃
貯
コ
①
9
自

　
＝
ロ
。
ぎ
ω
〇
二
℃
試
。
コ
娼
a
旨
冤
「
仙
巳
魯
ご
P
ミ
ミ
苫
恥
塁
超
嵐
ミ
N
恥
9
懸
協
、
騎
昏
ミ

　
沁
ミ
ミ
b
蕊
恥
ミ
ミ
㌧
押
じ
d
皆
一
δ
夢
α
ρ
離
Φ
母
9
俸
。
同
。
職
ρ
目
。
　
曾
三
ω
ε
曽
Φ
ω
O
I
お

　
℃
霞
冨
ド
り
ω
P
娼
や
b
。
謡
…
曽
㊤
、
ギ
リ
シ
ア
語
版
は
出
。
ω
o
望
ユ
α
q
℃
〉
葺
β
a
菰
。
。

　
望
ユ
⑦
岡
彰
。
ω
ω
c
◎
…
冒
ω
〇
二
℃
二
〇
蕊
σ
q
3
0
ρ
壽
ω
O
①
一
”
曽
σ
q
o
茜
O
①
勺
旦
§
《
お
℃
3
ミ
職

　
b
。
N
・
ち
心
押
唱
や
“
。
鱒
ω
1
培
O
中
の
娼
や
b
。
α
窃
－
卜
。
㎝
Q
。
に
収
録
）
。
　
こ
の
欠
損
の
ひ
ど

　
い
商
人
へ
の
顕
彰
碑
文
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
版
に
臥
認
曇
懸
“
（
エ
リ
ェ
マ
イ
ス
）
、

　
パ
ル
ミ
ュ
ラ
語
版
に
協
芝
雪
（
ス
ー
サ
）
、
宅
二
く
血
ヨ
涛
（
ウ
ロ
…
ド
王
）
と
い
う

　
語
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
い
。
卿
監
聾
切
蕊
8
℃
や
お
爬
－
画
。
。
ω
も
参
照
。

②
≧
δ
菖
①
島
。
冨
コ
愚
ρ
ぎ
＜
。
葺
a
器
α
霧
ヨ
。
影
a
窃
霞
。
漂
捻
①
ω
ン
ω
昌
ω
。

　
℃
雪
母
葺
冨
8
ヨ
嚇
σ
q
ま
山
。
隔
。
鼠
二
〇
ω
一
8
㎝
占
鴇
ρ
塁
℃
b
。
O
b
一
㊤
b
。
Q
。
、

　
℃
℃
■
c
Q
I
臨
（
睦
〉
＝
o
け
8
匹
。
冨
司
ロ
鴫
ρ
ω
玩
⑦
お
さ
。
窃
占
㊤
卜
。
①
）
¶

⑧
葬
弘
暑
。
凸
助
お
ω
o
ヨ
ヨ
巴
H
o
創
①
。
・
ヨ
。
毒
繊
。
。
ウ
話
2
①
三
。
。
。
P
Q
り
窃
。
鴛
亭

　
紆
馨
冨
＄
旨
℃
p
α
q
器
お
ト
。
Φ
占
㊤
悼
8
奎
、
卜
。
9
δ
N
O
。
b
℃
℃
．
ミ
占
Q
。
（
封
と
－

　
δ
洋
Φ
伽
。
宣
司
口
噂
ρ
ω
q
ω
o
一
㊤
悼
①
点
8
刈
Y

④
　
㌶
．
㌧
H
鵠
く
。
湿
3
呼
。
α
o
ω
讐
。
コ
コ
9
ざ
。
。
¢
o
煽
く
①
鶏
貸
ω
唱
。
。
o
．
℃
戦
2
5
一
曾
①
勺
舞
餓
ρ

　
ミ
ミ
、
鵠
伊
ち
も
。
幽
、
℃
℃
．
マ
b
。
日
中
の
℃
や
学
一
P
一
〇
9
ヨ
℃
9
σ
q
賞
①
一
〇
b
。
圃
占
り
b
。
G
。
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紀元後のエリェマイス王国（春田）

　
（
1
1
》
＝
o
＃
ω
鳥
。
冨
聞
縄
噂
ρ
ω
器
①
一
8
日
山
髭
。
◎
y

⑤
前
注
報
告
の
竈
．
卜
。
O
る
8
昌
O
p
目
算
。
q
二
一
㊤
じ
。
O
ム
潟
O
（
薩
〉
＝
O
淳
。
鳥
①
冨

　
哨
＝
瞭
ρ
ω
ロ
。
o
O
一
り
冠
り
一
一
り
G
Q
O
）
●

⑥
準
”
瓢
。
冨
。
。
銭
島
隠
8
。
昌
。
ω
営
ω
£
g
O
。
ω
ぎ
奉
導
巴
『
。
ω
含
σ
巴
∵
罫

　
q
鵠
く
9
ひ
寅
簿
島
Φ
ρ
口
9
ρ
鵡
。
ω
℃
凶
。
。
8
ω
コ
．
《
⇔
σ
q
鴛
p
昌
け
℃
p
。
。
・
嵩
窯
。
準
p
巴
。
。
庸

　
泣
き
〈
o
昌
p
膨
梓
畠
o
o
げ
騨
ヨ
℃
h
o
a
一
歳
ψ
O
騨
日
℃
㊤
σ
q
コ
。
一
㊤
ω
一
山
り
ω
卜
◎
、
謹
㌔
b
o
伊

　
一
㊤
ω
禽
℃
℃
．
露
占
O
海
（
瞳
》
＝
o
け
8
α
o
冨
句
β
鴇
0
ω
目
ω
Φ
一
8
H
占
り
G
。
b
Q
）
・

⑦
ρ
じ
。
国
9
さ
竃
。
琵
a
。
。
。
留
一
罐
。
邑
①
σ
q
器
8
器
簿
ヨ
9
葺
㊤
δ
。
。
9
ω

　
δ
富
α
．
国
ξ
営
9
創
や
物
噸
Ω
α
三
l
Q
．
い
O
男
㌶
9
1
0
噸
Ω
蜜
一
一
〇
。
噂
－
山
’
≦
P
〒

　
に
0
5
」
≦
ミ
職
硫
ミ
ミ
嬬
喝
§
魯
亀
勘
§
罫
さ
｝
§
畠
》
塁
ミ
象
ミ
覇
王
昏
9
a
馬
駄
馬
竜
へ
q

　
昏
鑑
ざ
b
蜜
冨
＞
M
G
◎
メ
℃
9
ρ
臨
ω
お
0
9
℃
や
ω
1
ω
圃
（
1
1
い
。
菊
識
魯
℃
節
δ
恥
一
㊤
心
O
I

　
一
8
①
）
噸

⑧
〉
ぎ
富
畠
。
蜜
哨
ρ
愚
ρ
ω
易
。
一
り
・
。
窃
み
¢
b
。
O
を
若
干
整
理
し
た
。

⑨
発
掘
報
告
書
が
、
労
．
〇
三
湯
げ
旨
磐
℃
8
ミ
ミ
偽
8
恥
器
ミ
駄
塁
§
隠
黛
二
面
≧
㍗

　
き
§
ミ
罫
ミ
§
⑫
画
駄
－
畑
の
。
貯
蝋
ミ
ミ
3
竃
U
＞
囲
心
ρ
＜
O
碧
H
け
。
諸
3
、
＜
o
一
．
H
H

　
℃
冨
コ
畠
o
ρ
℃
錠
富
H
㊤
♂
（
翻
Ω
露
話
げ
旨
雪
㌧
↓
ミ
ミ
題
題
恥
騎
ミ
魯
恥
）
で
あ
る
。

⑩
』
§
謡
瞳
（
は
じ
め
に
注
①
前
掲
書
）
。
こ
の
う
ち
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
の
報

　
出
岡
が
〉
自
σ
q
少
竃
。
コ
コ
該
①
ω
（
一
．
国
ξ
葺
p
試
。
。

⑪
〉
β
σ
q
画
。
℃
．
9
少
た
だ
し
蔚
鰺
國
出
土
の
二
枚
が
一
緒
に
記
述
さ
れ
て
い
る

　
の
で
、
こ
の
二
枚
は
除
外
し
た
。

⑫
　
た
と
え
ば
、
一
九
七
三
年
に
ス
シ
ア
ナ
平
野
の
セ
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
調

　
査
を
行
な
っ
た
ウ
ェ
ン
ク
（
菊
．
い
≦
Φ
鼻
ρ
囲
一
隻
臥
9
H
コ
＜
⑦
。
。
雪
①
コ
雷
き
α

　
》
σ
q
鳳
〇
三
9
二
一
∪
㊦
＜
⑦
ざ
℃
旨
①
昌
け
旨
勺
ρ
幕
窯
四
昌
β
ウ
コ
島
o
Q
僧
ω
ρ
コ
雷
陽
型
7
霞
N
O
6
・
酔
p
昌
”

　
麟
O
切
．
O
．
8
＞
幽
U
．
①
心
P
旨
§
恥
愚
。
譜
ミ
ミ
δ
1
＝
b
梱
り
“
鱗
山
㊤
刈
◎
℃
℃
．
c
⇔
甲
b
Q
b
。
ど

　
口
σ
q
．
ω
占
。
。
）
は
、
四
八
の
遣
口
か
ら
約
言
〇
枚
の
貨
幣
（
残
欠
含
）
を
表
繭
採
集

　
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
（
≦
Φ
－

　
鼻
ρ
o
で
噛
9
仲
‘
勺
や
ま
1
窃
。
。
、
匹
P
⇔
α
q
・
ω
）
。
な
お
ウ
ェ
ソ
ク
論
文
は
前
川
和
也

　
氏
の
御
好
意
に
よ
っ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

⑬
　
オ
ス
ロ
エ
ス
貨
幣
は
、
直
径
や
重
量
は
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
の
小
規
格
貨
と
ほ

　
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
H
A
期
貨
幣
に
必
ず
見
ら
れ
る
表
面
の
シ
ン

　
ボ
ル
は
な
い
。
工
面
の
肖
像
は
、
後
二
世
紀
初
頭
の
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
の
王
ナ
ス
ロ

　
エ
ス
（
原
語
ヴ
く
ω
コ
く
）
の
貨
幣
の
肖
像
に
酷
似
し
て
い
る
。
裏
面
は
、
得
矢
を

　
持
つ
女
神
の
周
囲
に
ギ
リ
シ
ア
文
竿
の
銘
文
ら
し
き
も
の
が
み
ら
れ
る
が
宇
体
は

　
崩
れ
て
い
る
。
出
土
枚
数
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
現
在
ま
で
十
枚
程
度
が
知
ら
れ

　
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
｝
磯
◎
竃
9
回
口
鉱
㊦
ω
鉱
、
醤
ξ
ヨ
鋤
急
ρ
℃
や
誌
心
－
這
①
嘉
ρ

　
照
）
。
出
土
地
か
ら
判
断
し
て
フ
ー
ゼ
ス
タ
ン
か
そ
の
近
傍
で
発
行
さ
れ
た
と
考

　
え
ら
れ
る
が
、
シ
ン
ボ
ル
の
な
い
点
な
ど
か
ら
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
の
王
の
貨
幣
と
は

　
み
な
せ
な
い
、
謎
の
多
い
貨
幣
で
あ
る
。
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
の
オ
ス
ロ
エ
ス
王
が
ご

　
く
一
時
期
、
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
を
征
服
し
た
際
の
発
行
（
O
。
男
三
春
M
O
ミ
ミ
薦
軸
“
馬

　
ミ
ミ
馬
O
§
罫
G
o
§
偽
＆
箆
ミ
ミ
黛
り
§
砺
§
ミ
ミ
ぎ
轟
ミ
ミ
㌧
馬
蓋
執
3
参
篭
識
急

　
峯
購
軌
§
ミ
、
ピ
。
蝕
。
昌
一
8
b
。
㌧
℃
．
身
。
茜
の
示
唆
す
る
可
能
性
）
、
あ
る
い
は
こ

　
の
王
が
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
に
亡
命
し
た
際
の
発
行
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
模
鋳
貨

　
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
（
い
。
菊
識
⑦
さ
節
畠
3
℃
℃
．
蒔
ト
コ
O
－
A
Q
。
O
の
見
像
灘
）
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
オ
ス
ロ
ェ
ス
貨
幣
は
、
ご
く
短
期
間
、
少
量
の
発
行
に

　
間
違
い
な
い
の
で
、
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
諸
王
の
王
ウ
ァ
ラ
ガ
シ
ュ
（
三
σ
q
薯
）
の
下

　
オ
ス
ロ
エ
ス
が
バ
ビ
ロ
ユ
ァ
や
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
を
三
月
と
し
て
与
え
ら
れ
支
配
し

　
て
い
た
（
南
．
智
穴
⑦
p
F
勺
霞
仲
ぼ
餌
鷹
司
首
℃
罎
窪
Ω
＜
o
δ
α
Q
器
。
ω
、
ω
o
畷
自
拓
ヨ

　
ω
＃
p
8
σ
q
ざ
セ
O
晦
㊤
μ
お
誤
」
唱
噂
・
魯
。
。
1
①
。
。
O
）
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　
H
ハ
。
巴
一
説
は
、
国
」
．
芝
〇
三
β
聾
畷
ヨ
＄
霧
、
℃
ゆ
註
凱
帥
コ
ω
b
拶
呂
夢
。
閃
く
9

　
言
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。
ロ
o
h
円
電
離
お
ω
貯
。
っ
。
儲
6
ヴ
く
①
馨
。
ヨ
H
話
ジ
鳶
O
吻
一
〇
一
”
一
㊤
Q
◎
ポ
℃
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し
。
O
ω
山
嶺
中
で
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
注
意
を
要
す
る
。
な
お
、
オ
ス
ロ
エ
ス
貨

　
幣
は
、
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ェ
イ
の
報
告
（
次
注
）
で
は
℃
ぴ
話
題
p
ぎ
（
～
）

　
の
貨
幣
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

⑭
と
互
8
ユ
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冨
凋
昌
ρ
竃
8
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。
。
。
臼
一
．
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三
砺
窺
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欝
㌧
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×
×
困
困
．
た
だ
し

　
貨
幣
の
報
告
讃
（
〉
膨
σ
q
少
該
。
膨
昌
巴
Φ
ω
O
、
ゆ
落
二
巴
畠
。
、
℃
．
ω
Q
。
な
ど
）
に
は
、
発

　
掘
報
告
書
に
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
埋
納
の
）
「
補
足
の
部
分
」
（
δ
劣
。
・
信
℃
－

　
℃
惹
ヨ
。
簿
鉱
岩
）
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
部
分
で
あ

　
る
の
か
朗
ら
か
で
な
い
。

⑯
き
σ
q
少
。
や
艮
‘
℃
曾
ω
。
。
ヤ
O
ロ
一
邑
彰
”
p
愚
「
ミ
罰
や
き
。

＠
　
O
匿
邑
暮
p
引
首
0
9
ミ
幽
同
じ
文
で
彼
は
出
土
ア
ル
シ
ャ
ク
各
類
貨
の
数
を
四

　
枚
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
O
．
》
二
σ
q
価
－
Ω
■
い
。
男
惹
。
さ
竃
。
雪
巴
①
ω
象
〈
0
7

　
。
。
o
。
。
良
Φ
切
騨
a
み
窯
仙
。
げ
鈴
ロ
ユ
色
目
。
け
畠
①
客
器
U
乙
高
ω
9
巴
旨
p
嵩
ヤ
§
」
N
念
鳩

　
℃
や
α
1
ω
も
。
℃
覧
■
￥
b
の
（
1
1
＞
戸
嶺
邸
1
い
。
菊
ご
Φ
さ
竃
。
コ
コ
鉱
。
ω
八
二
Φ
話
。
ω
）
に
よ

　
れ
ば
、
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
銅
貨
は
パ
リ
所
蔵
分
だ
け
で
八
枚
が
数
え
ら
れ
、
ギ
ル
シ

　
ュ
．
マ
ン
の
報
告
す
る
数
字
に
全
幅
の
償
頼
を
置
く
．
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑱
〉
蛋
σ
q
少
竃
。
導
9
。
ω
島
．
酋
旧
套
ρ
ざ
ρ

⑲
ヒ
σ
q
①
旨
い
㊦
空
α
。
『
㌧
寓
。
冨
9
㊦
。
。
a
〈
。
話
①
。
・
、
箕
・
。
匂
ぼ
9
ω
①
。
零
陵
（
腱
セ

　
レ
ゥ
コ
ス
暦
五
〇
二
年
す
な
わ
ち
後
一
九
〇
／
一
年
）
と
い
う
年
号
は
明
瞭
。

　
Ω
三
量
回
旨
p
詳
、
§
ミ
9
で
は
埋
納
の
時
期
を
単
に
後
二
世
紀
と
し
て
い
る
が
、

　
こ
れ
は
一
枚
含
ま
れ
て
い
た
カ
ニ
シ
ュ
カ
貨
幣
の
み
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
訂
正

　
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
〉
舞
岡
竃
。
コ
暴
富
ω

　
岱
、
帥
芝
旨
餌
置
ρ
緊
。
。
◎
。
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑳
埋
納
の
時
期
と
四
柱
の
神
懸
の
建
立
あ
る
い
は
修
復
の
時
期
と
の
関
連
は
不
囲

　
で
あ
る
。
ギ
ル
シ
ュ
マ
ソ
は
こ
の
埋
納
を
色
薯
。
け
儀
。
｛
o
＆
帥
諜
8
と
呼
ん
で

　
い
る
が
、
○
竃
誘
7
諺
脚
炉
ご
9
ミ
馬
．
お
よ
び
準
地
ぎ
㌶
o
α
澤
。
試
。
詳
』
§
箆
N
心
企

　
℃
℃
．
H
図
一
霞
匿
　
で
は
修
復
時
に
埋
納
さ
れ
た
と
考
え
て
い
．
る
よ
う
で
あ
る
。
　
轡

　
国
舞
旨
9
簿
斜
℃
p
。
霜
曇
ρ
9
嵩
α
獅
ぞ
旨
鉱
ω
貯
昏
Φ
b
。
邑
O
豊
窪
H
楼
ω
“
O
‘
気
告
鷺

　
這
蕊
§
ミ
這
ミ
魯
§
焼
§
句
職
馬
ミ
ミ
§
鴨
憲
§
窒
臓
執
ミ
軸
b
。
ρ
一
り
G
。
鮮
℃
℃
払
◎
。
り
る
一
刈
・

　
⇔
σ
q
’
ギ
b
。
（
u
出
ρ
毒
p
自
画
雰
ユ
試
p
ゆ
邑
図
ぐ
旨
鉱
ω
）
中
の
や
b
。
O
『
P
偽
O

　
で
は
、
何
ら
か
の
災
い
の
際
に
受
納
さ
れ
た
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
O
．
男
属
岩
r
G
ミ
ミ
二
戸
ミ
帖
潮
田
O
協
、
口
乞
O
o
§
吻
曼
這
建
驚
3
』
§
雄
黄
。
ミ
聾

　
§
ミ
ミ
ミ
勺
ミ
恥
ミ
、
切
戦
馬
軌
罫
寒
窮
ミ
§
y
い
。
昌
血
。
”
一
㊤
誌
　
（
主
審
盈
r
G
ミ
ミ
？

　
偽
§
）
中
唱
。
。
算
諸
己
㍗
舞
。
ぎ
b
。
a
…
b
。
。
。
。
。
、
℃
ド
×
×
メ
＜
H
囲
甲
×
U
算
い
三
囲
が

　
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
に
つ
い
て
で
あ
る
。

⑳
｝
　
〉
．
Ω
・
竃
。
乙
砕
ヨ
拶
コ
P
　
d
Φ
σ
Φ
『
　
o
貯
①
　
σ
富
7
0
同
　
郎
コ
げ
巳
鼻
聾
箕
。
し
＜
㊤
識
。
華
け

　
舘
紹
鉱
象
・
。
。
ぎ
コ
蜜
冒
N
。
P
N
ミ
逡
ミ
ミ
鳶
噛
、
窓
§
き
｝
§
§
。
。
し
○
。
♂
は
未

　
見
ゆ
た
だ
し
、
〉
一
ざ
ヰ
。
ユ
。
冨
団
ロ
噂
や
竃
。
茸
9
貯
ω
急
。
圏
”
帥
一
）
毒
巴
α
ρ
℃
」
『
○
。

　
お
よ
び
い
。
国
置
。
び
動
婁
3
や
ω
紹
コ
．
一
〇
で
は
こ
れ
ら
の
貨
幣
が
本
当
に
シ

　
ー
ラ
嘱
ズ
か
ら
出
土
し
た
の
か
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
そ
の
他
、
｝
・
甑
Φ
窯
o
u
σ
q
帥
詳
さ
§
ヘ
ミ
§
矯
ミ
ミ
傍
ミ
ミ
耐
N
ミ
§
N
、
這
ミ
譜
ミ
敬

　
ミ
“
黛
ミ
曼
§
拙
鷺
・
鮮
勺
帥
詠
ω
お
器
ム
㊤
ω
伊
や
P
綜
で
は
フ
ー
ゼ
ス
タ
ソ
申

　
部
の
ア
フ
ワ
ー
ズ
〉
亨
〈
ぎ
か
ら
得
ら
れ
た
エ
リ
ェ
マ
イ
ス
貨
幣
の
存
在
が
記
さ

　
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

⑭
　
本
稿
は
正
A
期
賀
幣
の
分
類
に
関
し
て
新
た
な
説
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い

　
の
で
、
貨
幣
の
図
示
は
省
略
し
た
。
詳
細
は
、
〉
漏
σ
q
◎
窯
§
コ
巴
霧
焦
．
け
ξ
き
鉱
血
。

　
あ
る
い
は
姥
霞
℃
O
ミ
ミ
£
§
な
い
し
〉
岩
O
暮
O
ユ
O
ぽ
哨
同
軸
ρ
駕
O
自
曽
貯
邑
。

　
島
⑦
一
、
け
ぞ
ヨ
9
践
。
参
照
。
銘
文
の
あ
る
貨
幣
の
み
で
あ
れ
ば
、
〉
マ
勲
夢
さ
ミ
馬
“
ミ
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憾
腰
愚
篭
額
で
も
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
し
四
章
注
②
参
照
）
。

　
⑳
　
本
稿
で
は
、
職
名
は
ア
ラ
ム
語
表
記
を
…
応
の
基
準
と
し
て
い
る
の
で
、
オ

　
ジ
ェ
ら
の
用
い
る
ギ
リ
シ
ア
名
と
は
少
し
異
な
る
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

　
ど
の
よ
う
に
発
音
し
て
い
た
か
不
明
な
点
も
多
く
、
カ
ナ
表
記
は
あ
く
ま
で
仮
の

　
も
の
と
考
え
て
ほ
し
い
。
ウ
ロ
ー
ド
、
フ
ラ
ァ
ー
ト
男
鎚
鐸
（
冥
．
、
け
）
の
語
源
は

　
イ
ラ
ン
語
に
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー
ド
囚
騨
σ
⇒
①
興
同
「
－
φ
↓
o
ユ
（
ズ
9
罫
《
－

　
村
≦
ヌ
〈
創
）
の
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
の
語
源
は
遠
く
エ
ラ
ム
語
に
、
噛
槻
る
。
な
お
、

　
エ
ラ
ム
自
警
℃
昌
鼠
爺
婆
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
豊
子
「
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス

　
「
城
砦
文
書
」
に
お
け
る
H
（
竜
ヌ
磁
匡
再
考
」
、
『
西
洋
史
学
』
＝
竺
七
、
一
九

　
八
五
年
、
三
九
～
五
五
頁
、
参
照
。

⑳
＞
　
9
憲
驚
ミ
ミ
§
h
§
馬
㌧
画
恥
ミ
S
ミ
ミ
い
§
恥
ミ
ミ
楠
“
§
（
睡
紹
O
）
＜
H
㌍
δ
Q
Q
倉
戸
学

　
ω
心
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
浄
財
O
＜
畷
秘
P
ド
粟
野
言
語
祐
疵
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
（
粟
野
「
安
息
王

　
ア
ル
タ
バ
ノ
ス
一
二
世
買
越
の
ギ
リ
シ
ア
碑
文
に
つ
い
て
」
、
粟
野
頼
之
祐
…
『
出
土

　
史
料
に
よ
る
ギ
リ
シ
ア
史
の
研
究
駈
、
岩
波
書
店
　
一
九
五
〇
年
、
　
一
穴
七
～
二

　
＝
ハ
頁
）
。

⑳
　
≦
－
．
じ
σ
．
国
。
毒
忌
σ
q
”
目
　
①
日
。
コ
賃
ヨ
①
暮
ω
㊤
昌
α
ぎ
ω
o
触
な
臨
。
鵠
ω
o
h
8
雪
σ
q
高

　
ω
錠
く
p
ぎ
臥
亀
額
辱
ミ
ミ
客
’
ω
’
b
昏
。
、
這
詔
、
℃
や
一
窪
ー
ミ
○
。
㌧
豆
■
竿
詞
呂
（
睦
国
。
亭

　
二
王
σ
q
”
画
き
σ
q
姦
ω
長
く
鋳
）
中
の
や
一
蕊
で
解
読
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
碑
文
の

　
あ
る
浮
彫
の
左
右
外
縁
部
に
同
様
の
文
掌
・
に
よ
る
碑
文
が
あ
る
が
解
読
さ
れ
て
い

　
な
い
。

酋
　
一
般
に
、
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
が
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
瞬
か
ら
ス
！
サ
を
奪
還
し
て
こ

　
の
浮
彫
を
彫
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
い
。
菊
㌶
o
さ
の
輔
§
匂
℃
．
轟
O
）
。
し
か

　
し
、
ス
ー
サ
に
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
の
サ
ト
ラ
ッ
プ
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
と
、
ス
ー

　
サ
に
お
け
る
土
着
の
王
の
存
在
が
全
く
両
立
し
な
い
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で

　
な
い
。
少
な
く
と
も
後
三
世
紀
に
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
貨
幣
が
再
び
ス
ー
サ
で
発
行
さ

　
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
お
両
国
の
関
係
は
H
期
を
通
じ
て
不
明
で
あ
る
。

⑳
誕
母
ヨ
ρ
舞
斜
℃
錠
昏
貯
き
島
団
帯
日
面
ω
の
主
張
。
ハ
ル
マ
ッ
タ
は
写
真
か
ら

　
碑
文
を
解
読
し
た
と
い
う
。
し
か
し
私
に
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。
碑
文
の
読
み

　
方
に
つ
い
て
御
教
示
を
乞
い
た
い
。
か
り
に
ハ
ル
マ
ヅ
タ
の
読
み
が
正
し
い
と
し

　
て
も
、
こ
の
パ
ル
テ
ィ
ア
語
碑
文
は
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
の
ミ
フ
ル
ダ
ー
ト
一
世
が
エ

　
リ
ュ
マ
イ
ス
を
一
時
的
に
占
領
し
た
際
（
前
＝
一
　
二
又
）
に
書
か
れ
た
も
の
、
と

　
い
う
こ
と
に
な
り
、
1
期
の
言
語
状
況
と
そ
れ
ほ
ど
密
接
な
関
係
は
な
い
と
考
え

　
ら
れ
る
。

⑳
鵠
。
弓
宣
σ
q
㌧
月
雪
σ
q
占
。
り
掌
・
疑
巳
（
・
な
お
、
こ
の
碑
文
の
解
釈
の
た
め
に
は
、
次

　
口
論
文
中
の
ω
訂
犀
①
良
に
よ
る
補
論
を
必
ず
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

　
の
補
論
に
よ
っ
て
、
タ
ン
ゲ
・
サ
ル
ヴ
ァ
ー
ク
碑
文
を
I
B
期
あ
近
位
継
承
者
の

　
碑
文
と
解
釈
す
る
ヘ
ニ
ン
グ
の
見
解
（
お
よ
び
そ
れ
に
基
く
碑
文
の
年
代
決
定
）

　
は
根
拠
を
失
う
。
　
＜
碧
島
①
瓢
じ
σ
①
『
σ
q
げ
Φ
i
ω
o
九
国
℃
唱
旨
萱
葺
雌
器
§
識
爵
、
℃
や

　
刈
①
為
8
℃
ド
ω
刈
1
ω
o
Q
の
固
コ
ω
o
識
如
自
。
昌
ロ
。
0
は
ヘ
ニ
ソ
グ
が
見
逃
し
た
も
の
で

　
あ
り
、
未
解
読
。
た
だ
し
字
体
は
同
一
で
あ
る
。

⑫
〉
“
U
’
濁
し
ヴ
貯
g
一
の
．
6
Q
審
母
岩
目
δ
貯
。
。
。
層
h
℃
賦
。
房
暮
雲
冒
9
び

　
勲
ミ
職
§
ミ
ミ
馬
の
罫
8
㍉
ミ
O
畿
§
ミ
、
§
ミ
奪
帖
ミ
“
ド
9
農
ミ
題
降
。
8
δ
Φ
画

　
℃
℃
◆
N
①
α
一
b
δ
㊤
ρ
℃
ピ
H
I
×
H
置
（
匹
ゆ
貯
卑
『
一
の
7
鉱
（
o
斜
ω
ぽ
ヨ
σ
倒
同
y
　
シ
ー
ム
バ

　
ー
ル
谷
に
タ
ン
ゲ
・
ボ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

⑳
≦
・
口
貯
き
N
ミ
臥
ロ
窪
窪
践
。
。
一
《
8
客
ユ
鉱
ω
・
冨
欝
毎
。
一
§
・
。
㌧
N
ミ
ミ
Q
§

　
』
ミ
蔚
楠
ミ
G
。
、
量
り
Φ
◎
。
㌔
℃
℃
」
①
Φ
ー
ミ
。
。
㌔
℃
一
・
い
く
自
㍗
ζ
×
齢

⑧
｝
◆
嵩
鷲
諺
暮
旦
冒
ω
。
二
℃
臨
。
霧
①
落
ヨ
密
嘗
＄
Ω
臨
旨
げ
ヨ
養
い
8
ミ
§
§
恥

　
器
ミ
三
士
℃
℃
．
b
。
Q
。
鴫
1
。
。
O
ω
中
の
℃
ワ
笛
Q
。
Φ
I
b
。
箋
が
第
一
の
碑
文
に
つ
い
て
扱
う

　
（
写
真
は
O
気
笏
げ
旨
p
P
§
．
亀
計
℃
一
幽
×
×
×
＜
）
。
た
だ
し
、
碑
文
の
年
号
の
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読
み
方
お
よ
び
そ
の
解
釈
は
確
定
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
第
二
の
碑
文
に
つ

　
い
て
は
、
．
出
鴛
日
無
冨
’
o
や
9
け
．
㌧
℃
℃
．
b
。
り
『
1
。
。
O
O
お
よ
び
属
錠
暮
緯
＄
｝
‘

　
国
σ
q
《
ε
餌
σ
σ
o
ξ
目
㊤
尉
一
冷
鼠
戦
㌶
切
餌
a
－
o
冥
。
鐙
昌
ユ
Φ
げ
晦
9
”
』
ミ
導
§
噛
§
㍗

　
§
§
運
。
勘
恥
ミ
ミ
窺
鼠
ミ
帖
ミ
§
・
。
。
。
、
お
G
。
鮒
℃
や
峯
？
ミ
・
。
、
ゆ
α
q
．
乍
ω
参
照
。

⑳
自
p
§
馨
登
H
霧
鼠
讐
δ
鵠
ω
傷
ぐ
ヨ
＄
弓
。
ω
℃
署
．
ω
8
山
O
G
。
M
O
置
話
7
旨
雪
㌧

　
§
■
鼠
計
勺
ド
い
×
×
H
■

⑯
　
そ
の
他
、
智
麟
鴛
ヨ
㊤
洋
P
熔
貯
σ
q
只
螢
σ
ロ
。
簿
呼
・
。
o
昌
。
臨
穴
貯
α
q
．
潤
塑
ぴ
”
o
邸
鉱
が

　
臥
ミ
a
試
ミ
蔚
窪
黛
臥
ミ
§
§
馬
§
動
9
恥
ミ
合
§
“
ミ
節
ミ
窒
蕎
門
馬
（
1
1
鼠
毛
句
電
）
ω
9

　
這
Q
。
b
。
占
り
◎
。
倉
℃
や
δ
刈
占
○
。
O
”
ゆ
α
q
」
占
O
に
よ
れ
ば
、
図
。
ロ
σ
q
6
尾
胃
．
〉
嵩
く
匿
邑

　
に
も
同
種
の
文
字
に
よ
る
ア
ラ
ム
語
の
碑
文
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
写
真
を
見

　
る
限
り
、
碑
文
の
存
在
と
そ
の
特
徴
的
な
字
体
に
つ
い
て
は
疑
い
が
な
さ
そ
う
で

　
あ
る
が
、
ハ
ル
マ
ッ
タ
の
読
み
に
関
し
て
は
ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ

　
る
。

⑳
　
隼
・
体
の
比
晶
較
は
、
缶
。
昌
鐵
コ
σ
q
”
目
㊤
ロ
σ
q
占
o
Q
鍵
く
9
（
℃
勺
．
峯
Q
。
や
し
群
貯
碧
一
ω
ぴ
甲

　
H
ハ
①
斜
6
Q
言
旨
σ
創
さ
や
b
。
刈
O
の
各
表
参
照
。

㊨
　
嵩
母
き
僧
ヰ
㊤
、
H
昌
ω
o
鼠
℃
二
〇
蕊
巴
望
旨
①
①
コ
コ
⑦
ω
。
，
（
ア
レ
フ
）
や
m
（
メ
ー
ム
）

　
の
字
体
の
相
違
を
も
と
に
碑
文
を
古
い
順
に
並
べ
る
と
、
パ
ル
デ
・
ネ
シ
ャ
ー

　
ン
デ
第
一
穂
円
文
ー
ホ
ン
ゲ
・
キ
ャ
マ
ー
ル
ヴ
ァ
ン
ド
ー
タ
ソ
ゲ
・
ボ
タ
ー
ン

　
…
タ
ン
ゲ
・
サ
ル
ヴ
ア
ー
ク
、
と
な
る
。

⑳
．
＜
窪
畠
O
挙
切
興
σ
Q
7
㊦
．
1
ω
O
鉱
℃
℃
ヨ
竃
7
卜
＄
篭
ミ
書
に
は
、
　
エ
リ
ェ
マ
イ
ス

　
の
各
浮
彫
の
年
代
に
関
す
る
研
究
者
の
諸
説
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　カブネシュキール（～．）

　　　　　　i

　　　ウ二一ド一世
　　　　　　1

　　　ウロードニ世
（カブネシュキールウロード）
　　　　　　1

　　　　フラアート

　カブネシュキール（～）

　　　　　1

　　　ウロードー世
　　　　　1

　　　フラアート
　　　　　1

　　　ウロードニ世
　　　　　i

カブネシュキールウロード

　　オジェ説　　　　　　　　　アロット・ド・．ラ・フユイ説

（Auge，　MDAI　44）　（AIIotte　de　la　FuYe，　RN　1919）

　　　図一　エリュマイスヨ三国llA期の王位の継承順
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二
　
王
位
の
継
承
順

図
一
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

オ
ジ
ェ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
H
A
期
の
王
位
の
継
承
順
を
、
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衰一　ll　A期貨幣：各王・各タイプごとの特徴

E　名

キユシ
）

ネ
Q

ブ
ル

カ
ー

ウPt・一ドー一世

フラアート

フラアート／
ウP一ドll　＊＊

ウロード歴世

カブネシェキ
ールウロード

タ
イ
プ

1

小
規
格

大
規
格

十　十

十　十

十　十

王の肖像
向

き

左

左

門

テ
ィ
ア
ラ

十

十

銘　文　の　文　字

大規格貨 小規格貨＊

　アラム文字
エリュマイス字体

　アラム文字
エリュマイス字体

ギリシア文字

ギリシア文字

・ト＋陣1・1 帥シア婬

G
1
G
2
1

2

3

1

2

十

十

正面

正面

．＋i正面

十　十

十

十　十

十　十

正面

正面

正面

正面

十

十

十

十 　アラム文字
エリュマイス字体

　アラム文字
エリュマイス字体

　アラム文字
エリュマイス字体

アラム文字
伝統的字体

アラム文字
伝統的竿体

アラム文字
伝統的字体

アラム文字
伝統的字体

アラム文字
伝統的字体

その他の
弁別特微

ディアデム下の
髪は帽子の縁状

ティアラ内に
「鐡」のシンボル

テaアラ内に
「三日月と星」

に内
”薩

ティアラに飾り
なし

ティアラに飾り
なし

ティアラに羽冠
の飾り

側髪を束ね，頭
頂に讐あり

二二を束ねるが
頭頂に讐なし

　＊　銘文の存在するタイプにおいても，その中の全ての形式が有銘貨幣であるわけではない。

＊＊　どちらの王に帰属するか不明の貨幣。2つのグループ（G）に分れる。

が
強
い
裏
付
け
と
な
る
（
以
下
い
ず
れ
も
表
一
参

照
）
。

　
ω
　
フ
ラ
ア
ー
ト
の
肖
像
は
、
タ
イ
プ
ー
の
肖

像
（
左
向
）
が
ウ
ロ
ー
ド
一
世
の
肖
像
に
似
て
い

る
（
小
規
格
貨
の
垢
面
で
は
、
テ
ィ
ア
ラ
内
の
シ

ン
ボ
ル
以
外
に
目
立
っ
た
相
違
は
な
い
）
。
そ
し

て
フ
ラ
ア
ー
ト
王
の
タ
イ
プ
2
の
肖
像
（
正
面
向
）

由
を
オ
ジ
ェ
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
が
、
次
の
点

フ
ラ
ア
ー
ト
王
に
関
し
て
通
説
を
変
更
し
た
理

で
あ
る
。

ア
ー
ト
を
ウ
ロ
ー
ド
｝
世
の
直
後
に
お
い
た
こ
と

シ
ュ
キ
ー
ル
を
別
の
王
と
し
た
こ
と
の
他
、

フ
ラ

順
に
従
っ
て
、
H
A
期
の
各
王
・
各
タ
イ
プ
の
貨

幣
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
オ
ジ
ェ
説
を
確
認
す
る
。

　
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
説
に
対
す
る
オ

ジ
ェ
説
の
改
良
点
は
、
ウ
ロ
ー
ド
三
世
と
カ
ブ
ネ

の
で
あ
る
。
ま
た
帰
一
は
、
オ
ジ
ェ
の
王
位
継
承

そ
れ
ま
で
の
通
説
で
あ
っ
た
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

・
フ
ユ
イ
の
玉
位
継
承
順
と
比
較
し
て
示
し
た
も
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は
、
フ
ラ
ア
ー
ト
／
ウ
ロ
ー
ド
嚢
（
フ
ラ
ア
ー
ト
か
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
か
ど
ち

ら
の
王
に
帰
属
す
る
か
不
明
の
貨
幣
）
の
肖
像
や
ウ
ロ
ー
ド
蓋
世
タ
イ
プ
ー
、

タ
イ
プ
2
の
肖
像
に
似
て
い
る
（
や
は
り
小
規
格
貨
の
表
面
で
は
、
テ
ィ
ア

ラ
を
除
い
て
大
き
な
相
違
は
な
い
）
。
し
た
が
っ
て
、
　
フ
ラ
ア
ー
ト
の
貨
幣

は
、
時
期
的
に
ウ
ロ
ー
ド
一
世
の
貨
幣
と
ウ
ー
ロ
ド
自
前
の
貨
幣
と
の
間
に

来
る
べ
き
で
あ
る
。

　
②
　
オ
ジ
ェ
の
配
列
は
、
小
規
絡
貨
の
銘
文
の
文
字
の
変
化
を
、
ギ
リ
シ

ア
文
字
1
↓
ア
ラ
ム
文
字
、
と
単
純
化
で
き
る
。
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
．
ラ
．
フ

ユ
イ
の
配
列
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
↓
ア
ラ
ム
ー
↓
ギ
リ
シ
ア
、
の
変
化
と
な

る
。
こ
の
時
期
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
地
域
で
、
ギ
リ
シ
ア
文
字
が
復
活
す
る

理
由
を
探
す
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
。

　
③
　
オ
ジ
ェ
の
配
列
は
、
王
の
肖
像
の
向
き
の
変
化
に
つ
い
て
も
、
左
向

か
ら
正
面
向
、
と
単
純
化
で
き
る
（
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
説
で
は
、

左
向
1
↓
正
面
向
↓
左
向
）
。

　
肖
像
の
変
化
か
ら
も
文
字
の
変
化
か
ら
も
、
ナ
ジ
ェ
の
配
列
は
自
然
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
の
配
列
よ
り
も
明
ら
か
に
優
れ
て
い
る
。

も
は
や
通
説
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ア
ル
ラ
ム
も
オ
ジ
ェ
の
王
位
継

　
　
　
　
　
　
　
　
④

承
順
を
錯
襲
し
て
い
る
。

　
王
統
に
つ
い
て
は
、
銘
文
（
後
述
図
二
参
照
）
か
ら
、
フ
ラ
ア
ー
ト
が
ウ

ロ
ー
ド
一
世
の
子
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー
ド
が
ウ
ロ
ー
ド
済
世
の
子

で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
。
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
の
父
ウ
ロ
ー
ド
は
銘
文
か
ら

判
断
す
れ
ぱ
王
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
関
係
を
知
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
な
お
、
一
九
八
四
年
に
ヴ
ァ
ル
ダ
ニ
ア
ソ
は
、
オ
ジ
ェ
の
改
良
点
を
い
ち

お
う
認
め
た
上
で
、
ウ
ロ
ー
ド
一
世
か
ら
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー
ド
ま

で
の
順
番
を
そ
っ
く
り
ひ
つ
く
り
返
す
、
す
な
わ
ち
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル

（
，
．
）
－
c
⑤
カ
ブ
ネ
シ
ご
T
ル
ウ
。
ー
ド
ー
ウ
・
上
笹
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

フ
ラ
ア
ー
ト
ー
ウ
ロ
ー
ド
一
世
、
と
い
う
王
位
の
継
承
順
を
提
唱
し
た
。

も
し
ヴ
ァ
ル
ダ
ニ
ア
ソ
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
私
が
本
稿
で
述
べ
る
結
論
は

完
全
に
覆
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ヴ
ァ
ル
ダ
ニ
ア
ソ
の
あ
げ

る
論
点
、
星
を
十
字
星
で
描
く
か
丸
い
点
で
描
く
か
、
デ
ィ
ア
デ
ム
の
結
び

目
が
角
ば
っ
て
い
る
か
丸
い
か
、
貨
幣
の
わ
ず
か
な
重
量
の
違
い
な
ど
、
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

王
位
の
継
承
順
を
変
更
す
る
論
拠
に
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
う
。
他
方
、
ヴ

ァ
ル
ダ
ニ
ア
ン
説
で
は
、
ア
ロ
ヅ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
説
と
同
じ
よ
う
に

ギ
リ
シ
ア
文
字
の
復
活
と
い
う
困
難
が
あ
り
、
ま
た
後
述
す
る
パ
レ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
点
か
ら
も
ウ
ロ
ー
ド
一
徴
の
貨
幣
が
∬
A
期
の
最
後
に
来
る
と
は

考
え
ら
れ
龍
・
こ
れ
ら
の
点
か
ら
・
ヴ
・
ル
ダ
・
ア
・
説
は
斥
け
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

　
本
稿
で
は
も
ち
ろ
ん
オ
ジ
ェ
の
提
唱
し
た
王
位
の
継
承
順
に
従
う
が
、
オ

ジ
ェ
の
分
類
に
も
ま
だ
未
確
定
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ア
ー
ト
／
ウ
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ロ
ー
ド
H
の
貨
幣
や
カ
ブ
ネ
シ
ェ
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー
ド
王
タ
イ
プ
ー
の
無
銘
貨

　
　
　
⑨

幣
の
帰
属
、
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ロ
！
ド
一
世
よ
り
以
前
の
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

幣
に
は
不
明
な
点
も
多
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
オ
ジ
ェ
説
の
根
幹
と
は
無
関
係
で
、
以
下
に
述
べ
る

鋳
造
地
の
推
定
な
ど
に
も
影
響
し
な
い
。

①
〉
轟
働
言
。
諺
鉱
。
。
。
島
．
轡
攣
目
㊤
冠
ρ

②
　
≧
δ
陣
⑦
α
o
冨
切
5
瞭
ρ
い
審
目
。
毒
a
o
。
。
α
o
一
、
勘
ぞ
き
巴
9
■
諸
。
山
鉾
＄
註
。
鵠

　
ρ
自
9
器
・
。
ヨ
。
暮
℃
δ
℃
o
。
。
仙
①
p
H
O
O
8
お
き
袋
馬
§
ミ
職
亀
｝
§
嵩
ミ
ミ
お
一
ρ
℃
や

　
直
？
。
。
膳
㌧
唱
一
・
㍗
H
目
・
脱
稿
が
オ
ジ
ェ
の
報
告
刊
行
以
前
と
考
え
ら
れ
る
U
幽
。
α
¢
一
〒

　
≦
o
o
9
護
貯
。
門
ω
冨
3
ω
貯
ω
o
霊
夢
0
3
H
話
斜
§
恥
O
ミ
き
隠
魚
鴨
ミ
無
。
糞
ミ
．

　
字
§
書
く
O
ピ
ω
　
↓
為
①
　
砺
ζ
も
習
麟
自
篤
3
　
℃
a
蕊
潮
画
翁
酵
論
冶
恥
　
の
O
。
。
象
蝸
四
一
9
3
勺
で
り
識
O
職
ら
。
㌧
図
．

　
く
霞
。
。
7
葺
。
『
o
臼
℃
O
p
ヨ
ぴ
凱
α
σ
q
o
お
◎
。
ω
、
℃
p
昌
H
o
響
◎
Q
（
σ
）
陶
も
℃
．
b
二
8
凸
卜
Ω
押

　
篇
．
一
〇
占
蒔
に
至
る
ま
で
の
通
説
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
後
で
も
、
↓
■
ω
幽
ズ
粋
乏
㌣

　
旨
ひ
§
§
§
罵
ミ
ミ
這
ミ
魚
き
馬
寒
ミ
ミ
ミ
脳
㌧
ミ
魯
翫
沿
い
N
ミ
タ
》
o
富
腎
p
医

　
艮
＄
爬
◎
ビ
。
｛
α
睾
お
。
。
“
で
は
オ
ジ
ェ
の
報
出
口
が
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ア
ロ

　
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ェ
イ
説
に
従
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
（
や
。
。
①
）
。

③
フ
ラ
ア
ー
ト
を
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
の
後
に
置
く
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
説

　
に
は
何
の
根
拠
も
な
い
。
こ
の
主
張
は
、
　
一
九
〇
五
年
の
｝
昌
。
雰
㊦
α
o
一
p
司
午

　
瞭
ρ
竃
。
弓
鉱
①
m
α
①
一
．
国
芝
ヨ
巴
鳥
ρ
娼
℃
・
b
。
卜
。
土
器
笛
に
お
い
て
は
じ
め
て
み
ら

　
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
ア
留
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
は
、
ウ
ロ
ー

　
ド
一
世
や
フ
ラ
ア
ー
ト
を
前
一
世
紀
の
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
の
王
に
同
定
し
て
お
り
、

　
フ
ラ
ア
ー
ト
貨
幣
の
年
代
も
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
貨
幣
と
の
比
較
か
ら
出
し
た
も
の
で

　
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
H
A
期
貨
幣
が
後
一
世
紀
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
、
一
九
一
九
年
の
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・
ラ
・
フ
ユ
イ
の
研

　
究
（
注
②
前
掲
論
文
）
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ア
ー
ト
を
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
の
後
に
重
く

　
根
拠
は
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岡
論
文
も

　
含
め
そ
れ
以
降
、
新
た
な
論
拠
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
こ
の
説
は
踏
襲
さ

　
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
小
規
格
有
銘
貨
幣
の
裏
面
に
鐡
か
れ
る
女
神
が
、
フ
ラ
ァ

　
ー
ト
貨
幣
で
は
全
身
像
、
ウ
ロ
ー
ド
一
世
、
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー

　
ル
ウ
ロ
ー
ド
の
貨
幣
で
は
胸
像
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
以
外
、
ア
ロ
ッ
ト
・
ド
・

　
ラ
・
フ
「
一
イ
説
に
有
利
な
点
を
私
は
見
い
だ
せ
な
い
。
な
お
、
ウ
ロ
ー
ド
一
一
世
と

　
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
ロ
…
ド
が
励
人
で
あ
る
と
す
る
説
は
、
オ
ジ
ェ
の
整
然
と

　
し
た
タ
イ
プ
分
類
に
よ
っ
て
、
か
な
り
説
得
力
を
増
し
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
仮

　
に
、
両
者
が
同
｛
人
で
あ
る
と
し
て
も
、
貨
幣
の
発
行
時
期
の
差
、
す
な
わ
ち
ウ

　
ロ
ー
ド
ニ
投
に
分
類
さ
れ
る
貨
幣
の
方
が
先
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
、
に
異
を
唱
え

　
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

④
≧
話
旨
”
〉
δ
唱
§
ミ
特
δ
憾
蕊
黛
”
℃
ワ
お
G
。
℃
置
α
ム
鐸
．
た
だ
し
ア
ル
ラ
ム
は
、

　
オ
ジ
ェ
の
分
類
で
は
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
タ
イ
プ
3
に
あ
た
る
貨
幣
を
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ

　
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー
ド
の
貨
幣
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
私
は
、
銘
文
か
ら
み
て
オ
ジ

　
ェ
の
分
類
を
変
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
他
方
、
オ
ジ
ェ
が
カ
ブ
ネ

　
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
p
ー
ド
の
タ
イ
プ
ー
無
銘
貨
幣
と
し
て
分
類
し
て
い
る
貨
幣
の
な

　
か
に
、
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
タ
イ
プ
3
の
無
銘
貨
幣
に
あ
た
る
貨
幣
も
か
な
り
存
在
す

　
る
、
と
考
え
て
い
る
。
銘
文
以
外
で
は
爾
タ
イ
プ
は
区
別
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑤
○
の
と
こ
ろ
に
は
、
揖
讐
㌧
O
ミ
ミ
魂
樋
ミ
で
Ω
N
o
毛
∪
と
分
類
さ
れ
て
い
る

　
ご
く
稀
な
貨
幣
i
後
述
注
⑩
参
照
一
の
王
（
？
）
が
は
い
る
。

⑥
℃
出
「
o
d
。
ヨ
盤
塗
㌧
①
軽
器
嗣
鑑
。
§
①
ン
圃
。
器
↓
ぴ
；
ω
×
k
ω
琴
霊
長
、
ミ
、
。
智
h
い
ミ
い

　
飛
エ
§
、
ミ
農
　
一
㊤
c
◎
心
占
い
℃
℃
含
8
占
O
P

⑦
　
そ
の
他
、
ヴ
ァ
ル
ダ
ニ
ア
ン
は
、
大
規
格
貨
の
裏
面
の
不
規
則
さ
、
大
規
格
貨
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の
金
属
表
面
上
の
気
泡
の
有
無
、
肖
像
の
図
象
学
的
な
関
係
、
を
あ
げ
、
こ
れ
ら

　
い
ず
れ
の
点
で
も
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
μ
ー
ド
の
貨
幣
の
方
が
、
ウ
ロ
ー
ド

　
一
世
の
貨
幣
よ
り
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
（
｝
畠
）
の
貨
幣
に
近
い
、
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
最
後
の
点
に
闘
し
て
は
、
し
て
は
、
ヴ
ァ
ル
グ
ニ
ア
ン
は
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ

　
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー
ヂ
の
肖
像
と
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
（
♪
・
）
の
肖
像
と
の
闇
に
明
白

　
な
関
係
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
私
に
は
そ
う
遡
断
ず
る
理
由
が
全
く

　
わ
か
ら
な
い
。
両
者
の
肖
像
の
類
似
に
つ
い
て
述
べ
た
者
は
ヴ
ァ
ル
ダ
ニ
ア
ソ
以

　
外
に
は
い
な
い
。

⑧
後
述
、
銘
文
の
言
語
注
⑥
参
照
。

⑨
注
④
参
照
。

⑩
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
（
♪
．
）
の
貨
幣
は
、
銘
文
が
な
い
た
め
、
は
た
し
て
一
人

　
の
王
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
複
数
の
王
に
よ
っ
て
な
の
か
、
そ

　
も
そ
も
王
の
貨
幣
な
の
か
は
実
は
わ
か
ら
な
い
（
い
Φ
男
置
①
さ
的
醐
§
悔
”
や
愈
φ
一

　
幽
留
は
実
に
巧
み
に
こ
の
点
を
避
け
て
記
述
し
て
い
る
）
。
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル

　
（
～
）
の
貨
幣
は
1
期
末
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
、
1
期
末
の
貨
幣
の

　
模
鋳
が
繰
り
返
さ
れ
た
だ
け
、
と
み
る
解
釈
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
王

　
名
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
誕
一
一
r
G
ミ
ミ
禽
ミ

　
に
Ω
き
戸
も
U
と
し
て
分
頚
さ
れ
て
い
る
（
〉
洋
㊤
ヨ
≧
§
§
§
特
忌
適
亀
で
は

　
Z
切
ω
）
無
銘
の
大
規
格
貨
幣
は
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
（
p
・
）
の
貨
幣
と
問
時

　
代
の
発
行
と
考
え
ら
れ
る
が
、
知
ら
れ
て
い
る
枚
数
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
バ

　
ル
デ
・
ネ
シ
ャ
！
ン
デ
や
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
ソ
レ
イ
マ
ー
ン
か
ら
も
出
土
し
て
い
な

　
い
の
で
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
ウ
ロ
ー
ド
一
世
よ
り
以
前
の
無
銘
貨
幣
は
、
本
稿

　
で
扱
う
銘
文
言
語
と
は
直
接
関
係
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三
　
鋳
　
　
造
　
　
地

　
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国
H
A
期
貨
幣
に
は
鋳
造
地
を
示
す
モ
ノ
グ
ラ
ム
は
記

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
鋳
造
地
の
推
定
は
別
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
ル
・
リ
ゲ
ル
は
、
一
九
六
五
年
に
、
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
の
う
ち
、
大
規

格
貨
は
ス
…
サ
で
発
見
さ
れ
る
枚
数
が
き
わ
め
て
少
な
い
か
ら
ス
ー
サ
以
外

表二　HA創出土地別大規格貨と小規格貨の数量・比率

総計小規格貨大規格貨

比率数量比率（脇）数：量比率（賄）数量出土地
1000

1000

1000

1000

2437

185

581

437

965．9

913．5

993．1

986．3

2354

169

577

431

34．1

86．5

6．9

13．7

83

P6

S
6

NB
　　　M　　　S

　　Susa　1900

Susa　1925－1956

不明分の貨幣は除いてある。

BN　：　Bard－e　Neb’Ende　（dep6t　de　fondation）一Aug6，

　MDAJ　44
MS二Masjed－e　Soleiman一獅d・
Susa　1900－Allotte　de　la　FuYe，　MDP　8

Susa　1925－1956－id．，　Susa　1926－1926，　Susa　1927－1928，

　Susa　1929－1930，（11a／114AP　20，25）およびLe　Rider，

　Susa　1946－1956（MMAJ　37）の合計。　　　　Allotte
　de　la　FuYe，　Susa　1926－1927，　Susa　1931－1932　ζま，　両

規格の区励がされておらず，比較不能なので除外。
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蓑三　狂A期小規格貨の裏面各形式ごとの出土地別数蚤と比率

王名・タイプ名　裏面の形式

カブネシュキール（？）

　　　　　　　　　筋・点
ウロード一世

　　　　　　　銘文と女神
　　　　　　　女神（右向）

　　　　　　　女神（左向）

　　　　　　　　　　　錨
　　　　　　パーム・筋・点
ウロード一世かフラアート＊

　　　　　（パーム・筋・点）

フラアート

　　　タイプ1　銘文と女神

　　　　　　　　　三三日月

　　　　　　パーム・筋・点

　　　タイプ2　銘文と女神

　　　　　　　ディアデム
　　　　　　　　　　　鷲
　　　　　　　　　　不詳
フラアート／ウロードH

　　グループ1　　　　鷲
　　グルーープ2　ディアデム

　　　　　　　　　　　鷲
　　　　　　　　　三三日月

ウP一ドニ世
　　　タイプ1　銘文と女神

　　　　　　　　　筋・点
　　　　　　　　　　不詳
　　　タイプ2　銘文と女神

　　　　　　　　　筋・点
ウロードニ世タイプ3十カブ
ネシュキールウロードタイプ

1　　　wrwd銘文と女神
　kwm甑yrwrwd銘文と女神
　　　　　　　　　筋・点
カブネシュキールウロード

　　　タイプ2　銘文と女神

　　　　　　　　　筋・点

計

数董

BN

50

211

46

154

184

119

28

149

12

181

58

23

　8

119

52

24

33

134

251

　3

　5
72

46

　7
299

rvf　s

6

0
1
6
0
4

9
日
　

1
1
11

1
0
4
3
3
2
1

1
　
　1

9
2
0
2
∩
V
門
D
1
1

0
丞
今

2
1
【
O

　
　
l

　　　021

6sl　7i

Susa
1900

18

102

　0

　0
53

31

4
1
0
σ
0
9
n
）
0

4
　

「
D
2

∩
V
O
O
O0
6

∩
δ
7

3
∩
δ

　
1

6
4
0

1
　
8

ρ
0
4

　
2

23s41　16g　1　s77

比率　（賄）

BN

21．2

89．6

19．5

65．4

78．2

50．6

11．9

63．3

5．1

76，9

24．6

9．8

3．4

50．6

22．1

10．2

14．0

56．9

106．6

　1．3

　2．1

30．6

19．5

　3．0

127．0

∩
コ
6

∩
◎
7

　
2

MS

35．5

118．3

　5．9

94．7

59．2

82．8

5．9

65．1

0

82．8

17．8

17．8

1L8
5．9

Susa
1900

53．3

1L8
e

11，8

2
8

Q
り
8

r
D
8
　
7

0
Q
σ

　
2

118
5．9

88．8

　
4
0
1

　
4

31．2

176．8

　0

　0
91，9

53．7

76．3

1．7

9工．9

39．9

0

0

iooo　1　iooo

0
0
0
0
52．e

131．7

9
］
5

［
0
2

　
2

27．7

　6．9

138，6

4
6
0
1
1
41000

Susa　1900形
式の比率（脇）

BN

26．4

111．4

1
8

7
9
日

Q
ゾ
ρ
0

14．3

78．7

6，3

95．6

30．6

70．7

132．5

1．6＊　＄’

　2．6

38．0

24．3

　3．7

157．9

1
0
0

1
丞
凸

1
0
0

MS

45．5

151．5

75．8

106．1

83．3

　0
106．1

22．7

75，8

113，6

　
3
0
0

　
3

15．2

　7，6

113．6

　
0
0
3

　
5

iooo　1　iooo

　＊　うちBN出土の27枚は，ウPt　一ドー廻：かフラアート（タイプ1）の「パーム」ある

　　いは「筋・点」に属するのが確実なので，Susa　1900にあらわれる形式に含めて計算．

　　した。

＊＊　ウロードニ世タイプ1の不詳分は，「銘文と女神」か「筋・点」かのどちらかに属

　　すると推定されるので，Susa　1900にあらわれる形式に含めて計算した。
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で
鋳
造
さ
れ
、
一
方
、
小
規
格
貨
は
ス
ー
サ
か
ら
大
董
に
出
土
し
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
ス
ー
サ
で
鋳
造
さ
れ
た
、
と
推
定
し
た
。
こ
の
推
定
を
オ
ジ
ェ
も
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
て
い
る
。

　
本
章
で
は
、
バ
ル
デ
・
ネ
シ
ャ
ー
ン
デ
や
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
ソ
レ
イ
マ
…
ン

出
土
の
貨
幣
も
利
用
し
、
こ
れ
ら
の
貨
幣
を
ス
ー
サ
出
土
の
貨
幣
と
定
量
的

に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
・
リ
ゲ
ル
の
推
定
を
、
お
お
す
じ
に
お
い

て
確
認
す
る
。

　
ス
ー
サ
鋳
造
エ
ジ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
が
出
土
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
総
数
に
占

め
る
割
合
は
、
出
土
陸
別
に
比
較
し
た
場
合
、
ス
…
サ
に
お
い
て
最
も
大
き

い
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
逆
に
、
ス
ー
サ
以
外
で
鋳
造
さ
れ
た
エ
リ
ュ

マ
イ
ス
貨
幣
の
割
合
は
、
ス
…
サ
に
お
い
て
最
も
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
出
土
地
ご
と
の
翻
合
を
比
較
す
れ
ぱ
、
鋳
造
地
の
推
定
が
あ
る
程

度
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
定
量
的
分
析
の
中
心
と
な
る
史
料
は
、
バ
ル
デ
・
ネ
シ
ャ
ー
ン
デ
四
竹
の

神
殿
の
埋
納
貨
幣
〔
じ
ご
累
〕
、
マ
ス
ジ
ェ
デ
・
ソ
レ
イ
マ
ー
ン
出
土
貨
幣
〔
㌶

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ω
〕
、
一
九
〇
〇
年
発
見
の
ス
ー
サ
埋
納
貨
幣
〔
ω
⊆
Q
o
帥
　
同
㊤
O
O
〕
で
あ
る
。

　
表
二
に
、
出
土
地
別
の
、
大
規
格
貨
と
小
規
格
貨
そ
れ
ぞ
れ
の
数
最
お
よ

び
比
率
を
示
し
た
。

　
〔
o
Q
億
鴇
お
O
O
〕
や
ス
ー
サ
で
の
そ
の
他
の
発
掘
時
に
得
ら
れ
た
大
規
格
貨

の
比
率
は
、
〔
切
翼
〕
〔
蜜
ω
〕
の
大
規
格
貨
の
比
率
の
四
割
以
下
、
一
括
出

土
貨
（
〔
ω
話
9
日
㊤
O
O
〕
〔
じ
d
乞
〕
）
と
そ
れ
以
外
と
で
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
れ
ば

五
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ー
サ
が
、
大
規
格
貨
の
鋳
造
地

で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
ル
・
リ
ゲ
ル
の
推
定
の
大
規
格
貨
に
関
す
る
部
分

は
裏
付
け
ら
れ
た
。

　
小
規
格
貨
を
さ
ら
に
分
析
す
る
と
ル
・
リ
ゲ
ル
の
予
測
を
超
え
た
結
論
が

え
ら
れ
る
。
表
戸
は
、
出
土
地
別
に
H
A
期
小
規
格
貨
の
裏
面
の
各
形
式
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
の
数
量
と
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
〔
b
ご
劉
〕
と
〔
鼠
ω
〕
の
比

率
に
大
き
な
差
が
な
い
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
く
。
　
一
三
出
土
の
貨
幣

〔
切
堵
〕
と
そ
う
で
な
い
貨
幣
〔
寓
ω
〕
と
で
同
様
の
比
率
が
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
大
き
な
比
率
の
差
が
な
い
か
ら

〔Qり

�
ﾖ
P
　
同
O
O
O
〕
と
の
比
較
も
可
能
に
な
る
。
さ
て
、
表
三
を
見
て
す
ぐ
に
気

づ
く
こ
と
は
、
〔
Q
リ
ロ
ω
p
お
O
O
〕
に
は
ウ
ロ
ー
ド
一
世
の
（
銘
文
の
な
い
）
「
女

神
（
右
向
）
」
「
女
神
（
左
向
）
」
、
フ
ラ
ア
ー
ト
（
タ
イ
プ
2
）
の
「
デ
ィ
ア

デ
ム
」
「
鷲
…
」
や
フ
ラ
ア
…
ト
／
ウ
ロ
ー
ド
∬
の
「
デ
ィ
ア
デ
ム
」
「
鷲
」
の

形
式
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
当
然
こ
れ
ら
の
貨
幣
は
ス
ー
サ
鋳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

造
で
は
な
い
こ
と
が
導
き
だ
せ
る
。
こ
れ
は
ル
・
リ
ゲ
ル
の
予
測
し
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　
有
銘
貨
幣
を
含
む
残
り
の
小
規
格
貨
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
大
部
分
は
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ー
サ
鋳
造
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
筋
道
で
推
論
で
き
る
。
表
三
の
右

側
の
二
列
の
数
値
は
、
〔
ω
¢
器
お
O
O
〕
に
あ
ら
わ
れ
る
形
式
の
み
を
対
象
に
、
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各
形
式
の
、
対
象
貨
幣
の
総
計
に
占
め
る
比
率
を
出
土
地
心
に
計
算
し
て
出

し
た
値
で
あ
る
（
〔
ω
信
ω
9
お
O
O
〕
に
つ
い
て
は
、
数
値
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、

表
三
の
右
か
ら
三
列
目
の
数
値
を
そ
の
ま
ま
見
よ
）
。
も
し
こ
の
な
か
の
貨

幣
各
形
式
の
発
行
地
が
異
な
っ
て
い
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
有
銘
貨
幣
は
ス
ー

サ
鋳
造
で
無
銘
貨
幣
は
ス
ー
サ
以
外
の
鋳
造
で
あ
る
な
ら
ば
、
〔
切
累
〕
〔
零

ω
〕
と
〔
ω
岳
ρ
お
O
O
）
の
比
率
に
は
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
に
ち
が
い
な

い
。
と
こ
ろ
が
三
出
土
地
の
比
率
（
表
三
の
右
三
列
）
は
、
全
体
的
に
み
て

か
な
り
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
ま
扱
っ
た
貨
幣
の
少
な
く

と
も
大
部
分
は
同
一
の
鋳
造
地
で
発
行
さ
れ
た
貨
幣
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示

　
　
⑦

唆
す
る
。
ス
…
サ
に
お
け
る
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
の
出
土
数
を
考
え
れ
ば
、

同
一
の
鋳
造
地
が
ス
ー
サ
を
さ
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
H
A
期
貨
幣
の
鋳
造
地
は
、
大
規
格
貨
と
一
部
の
小
規
格
貨

は
ス
ー
サ
以
外
、
有
銘
貨
幣
を
含
む
そ
の
他
の
小
規
格
貨
は
ス
ー
サ
で
あ
る
、

と
結
論
で
き
る
。

　
な
お
、
ス
ー
サ
で
小
規
格
貨
が
発
行
さ
れ
は
じ
め
た
年
代
を
、
ル
・
リ
ゲ

ル
は
後
七
五
年
頃
と
推
定
し
た
。
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
年
代
を
採
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
る
が
、
ル
・
リ
ゲ
ル
の
推
定
の
根
拠
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
く
、

後
一
世
紀
後
半
と
し
て
お
く
の
が
も
っ
と
も
無
難
な
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
こ
こ
ま
で
、
H
A
期
の
王
順
と
有
銘
貨
幣
の
鋳
造
地
に
つ
い
て
確
認

し
て
き
た
。
つ
づ
い
て
銘
文
の
雷
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
ど
φ
園
置
O
が
的
蕊
3
℃
℃
．
禽
①
一
畠
ρ
な
お
彼
は
、
大
規
格
貨
の
鋳
造
地
と
し
て

　
フ
ー
ゼ
ス
タ
ン
南
部
の
へ
ー
デ
ュ
ポ
ー
ン
（
寓
。
血
望
℃
7
0
ド
二
一
p
踵
製
昌
）
河
畔
一

　
の
セ
レ
ウ
ケ
イ
ア
と
い
う
都
市
を
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
都
市
名
比
定

　
に
具
体
的
根
拠
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
単
に
、
ス
ー
サ
以
外
、
と
し
て
論
を
進

　
め
る
。

②
　
　
〔
｝
W
冥
〕
〔
鼠
ω
〕
は
、
＞
q
σ
q
9
蜜
。
ヨ
峯
δ
ω
畠
、
粥
曙
旨
ρ
置
。
を
利
用
。

③
　
〉
＝
o
＃
㊦
α
①
冨
勺
霜
瞭
ρ
窯
。
呂
p
一
〇
ω
O
o
一
．
国
ξ
ヨ
騨
置
。
を
利
用
。

④
前
章
注
④
で
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー
ド
の
タ
イ
プ
ー
無

　
銘
貨
幣
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
な
か
に
は
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
の
タ
イ
プ
3

　
無
銘
貨
幣
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
両
タ
イ
プ
を
二
一
カ
テ
ゴ
リ

　
一
に
含
め
て
分
類
し
た
。

⑤
　
さ
ら
に
、
〉
二
σ
q
少
客
。
ロ
困
鼻
ぽ
ω
（
一
”
図
落
鷺
ρ
鼠
。
や
頃
葺
”
○
裂
ミ
。
恥
§
に
よ
れ

　
ば
、
「
デ
ィ
ア
デ
ム
」
と
「
鷲
」
と
で
は
表
面
と
裏
面
の
刻
印
の
な
す
角
度
が
異

　
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
術
形
式
の
貨
幣
の
鋳
造
地
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か

　
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刻
印
の
角
度
が
鋳
造
地
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ

　
と
に
つ
い
て
は
、
い
①
刃
置
①
さ
9
畠
8
℃
や
憩
？
b
。
膳
参
照
）
。

⑥
〉
零
2
戸
さ
ミ
帆
§
特
㌣
毫
蔑
犠
℃
℃
．
お
O
P
給
メ
℃
．
置
O
戸
窃
黛
で
は
、
カ

　
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
（
？
）
の
無
銘
小
規
格
貨
は
ス
ー
サ
鋳
造
で
は
な
い
、
と
し
て

　
い
る
が
根
拠
は
全
く
示
し
て
い
な
い
。

⑦
　
数
学
的
に
は
、
複
数
の
鋳
造
地
で
各
形
式
の
貨
幣
が
ほ
ぼ
同
じ
比
率
で
発
行
さ

　
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
各
形
式
に
つ
き
、
A
鋳
造

　
地
が
六
割
、
B
鋳
造
地
が
三
割
、
C
鋳
造
地
が
一
割
の
比
率
で
貨
幣
を
発
行
す
る
）
。

　
し
か
し
、
狂
A
期
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
金
融
政
策
が
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
騒
で
続

　
け
ら
れ
た
、
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
〉
ロ
σ
Q
9
鼠
。
皐
鉱
。
ω
告
．
国
ξ
旨
9
置
。
や

　
回
出
炉
O
ミ
ミ
蕊
N
ミ
に
よ
れ
ば
、
ウ
ロ
ー
ド
一
世
の
小
規
格
有
銘
貨
幣
に
お
い
て
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は
、
表
面
と
裏
面
の
劾
印
の
な
す
角
度
が
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
一
致
し
て
お
り
、

　
同
一
の
鋳
造
地
で
発
行
さ
れ
た
可
能
性
を
よ
り
高
め
る
　
（
注
⑤
参
照
）
。
仮
に
鋳

　
造
地
が
複
数
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
中
に
ス
ー
サ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は

　
な
い
。

⑧
　
い
¢
菊
置
。
斜
9
畠
孕
や
爲
“
の
推
論
は
以
下
の
通
り
。
最
初
期
の
小
規
格
貨

　
の
安
寧
と
同
様
の
裏
面
を
も
つ
大
規
格
貨
が
一
枚
、
南
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
テ
ル
ロ

　
一
月
。
＝
o
げ
か
ら
一
括
出
土
し
た
貨
幣
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
一
緒
に
出
土
し

　
た
他
の
王
朝
の
貨
幣
の
年
代
は
、
後
五
三
／
四
年
か
ら
後
一
一
一
／
二
年
の
間
に

　
分
布
し
て
い
る
の
で
、
中
間
を
と
っ
て
後
七
五
年
頃
を
、
出
土
し
た
大
規
絡
貨
、

　
そ
し
て
同
様
の
裏
面
を
も
つ
ス
ー
サ
鋳
造
の
小
規
格
貨
が
発
行
さ
れ
（
始
め
）
た

年
と
す
る
。

四
銘
文
の
誉
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ウ
ロ
ー
ド
｝
世
以
下
の
虹
A
期
の
貨
幣
の
銘
文
を
図
二
に
示
し
た
。

　
た
だ
し
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
銘
文
の
読
み
を
ま
ず
確
定
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

　
オ
ジ
ェ
は
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー
ド
の
大
規
格
貨
の
う
ち
、
い
く

つ
か
を
、
犀
げ
滋
犀
矯
毒
困
≦
α
B
滞
、
び
q
ぞ
巴
芝
α
ヨ
涛
、
と
読
ん
で
い
る

（
》
q
α
q
ρ
冨
。
農
鉱
。
ω
α
、
腰
ぐ
ヨ
巴
α
ρ
名
。
ω
．
b
。
O
㌫
も
O
⑦
ピ
一
方
、
乞
8
．

b。
B。

ﾞ
9
器
隠
は
正
し
く
読
ん
で
い
る
）
。
し
か
し
、
こ
の
読
み
は
、
ア
ル
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ム
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
び
q
を
げ
H
に
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
オ
ジ
ェ
の
あ
げ
た
翼
。
ω
・
b
。
O
爲
凸
O
爵
の
う
ち
属
。
。
。
・
b
。
O
馬
歯
O
㎝
野

b。

n
㎝
Q
。
・
b
。
O
㎝
㊤
は
げ
共
団
）
の
部
分
は
縁
に
か
か
っ
て
い
て
読
む
こ
と
が
で
き

な
い
。
ま
た
、
同
一
の
刻
印
で
打
刻
さ
れ
た
翼
。
ω
・
春
。
O
紹
－
卜
。
O
雪
は
明
ら
か

に
げ
巴
で
あ
っ
て
げ
蔓
で
は
な
い
。
緊
ρ
b
。
O
①
O
も
同
様
。
冒
。
・
b
。
O
曾
は

写
真
で
は
読
み
づ
ら
い
が
げ
H
の
r
と
次
の
：
ミ
O
の
芝
α
と
の
間
に
三

字
入
る
余
地
は
ま
ず
な
い
。
よ
っ
て
オ
ジ
ェ
の
読
み
は
全
く
根
拠
を
失
う
。

疑
問
の
余
地
な
く
葺
で
あ
る
こ
と
を
示
す
貨
幣
は
、
他
に
、
ピ
①
図
ご
段
・

い
塞
斜
日
’
い
×
麟
H
囲
押
○
。
や
》
騨
ρ
旨
い
籍
§
§
§
特
さ
辱
試
騎
闇
日
h
．
掃
9
心
Q
。
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

（
図
二
⑧
）
な
ど
が
あ
る
。
カ
ブ
ネ
シ
ュ
ー
ル
ウ
ロ
…
ド
大
規
格
貨
銘
文
に

対
す
る
オ
ジ
ェ
の
読
み
は
、
こ
う
し
て
却
下
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
銘
文
の
読
み
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
図
ご
を
見
て
み
る
と
、
且

A
期
賞
幣
の
銘
文
の
文
字
は
三
種
類
（
①
②
、
③
④
、
⑤
～
⑧
）
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
三
種
類
の
文
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
言
語
に
対
応
し
て
い

る
。　

ウ
ロ
ー
ド
一
世
と
フ
ラ
ア
ー
ト
の
小
規
格
貨
に
記
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ア
文
字

（
図
ご
①
②
）
に
つ
い
て
は
大
き
な
問
題
は
な
い
。
字
体
が
o
q
誘
貯
。
ω
？

鼠
讐
で
あ
る
こ
と
、
主
格
形
（
通
常
の
ギ
リ
シ
ア
語
貨
幣
は
属
格
形
を
用
い

る
）
の
語
尾
の
シ
グ
マ
が
し
ば
し
ぼ
脱
落
す
る
こ
と
、
誤
字
や
庄
右
逆
転
し

た
逆
字
が
か
な
り
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
は
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ア
語

の
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
残
り
の
ご
種
類
の
文
字
は
、
ア
ラ
ム
文
字
で
あ
る
が
、
字
体
お
よ
び
「
子
」
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を
訂
で
表
記
す
る
か
O
」
切
く
で
表
記
す
る
か
（
大
文
字
、
小
文
字
の
別
は

　
　
　
　
　
　
④

翻
字
の
際
の
慣
習
に
よ
る
も
の
で
ア
ラ
ム
文
字
に
区
別
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
）
の
違
い
が
あ
る
。

　
大
規
格
貨
の
ア
ラ
ム
文
字
銘
λ
図
二
⑤
～
⑧
）
の
字
体
は
、
ザ
グ
ロ
ス
山

間
部
の
ア
ラ
ム
語
諸
碑
文
の
宇
体
、
　
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
宇
体
、
に
一
致
し
、

「
X
の
子
Y
」
を
団
冴
麟
と
表
記
す
る
点
も
ア
ラ
ム
語
の
文
法
に
合
致

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
規
格
貨
の
銘
文
の
言
語
は
ア
ラ
ム
語
で
あ
る
。

　
な
お
、
ウ
ロ
ー
ド
｝
世
と
ウ
ロ
ー
ド
ご
世
以
降
と
で
は
、
大
規
格
貨
銘
文

の
皿
の
字
体
に
差
異
が
み
ら
れ
る
。
前
者
の
H
字
形
の
宇
体
は
タ
ン
ゲ
・
ボ

タ
ー
ン
碑
文
の
無
体
に
、
後
者
の
X
字
形
ま
た
は
十
字
形
の
字
体
は
タ
ン
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

・
サ
ル
ヴ
ァ
ー
ク
碑
文
の
字
体
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
「
致
し
て
い
る
。
ま
た

m
の
X
字
形
の
字
体
は
、
R
B
期
（
ご
く
一
部
の
貨
幣
に
銘
文
が
あ
る
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

銘
文
の
字
体
と
も
一
致
す
る
。

　
問
題
の
残
る
の
は
、
ウ
ロ
ー
ド
ご
世
お
よ
び
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ウ
ロ
ー

ド
の
小
規
格
貨
の
銘
文
（
図
二
③
④
）
で
あ
る
。
字
体
は
、
同
時
代
の
パ
ル

テ
ィ
ア
語
碑
文
・
文
書
に
使
わ
れ
る
字
体
（
パ
ル
テ
ィ
ア
文
字
）
や
ア
ヅ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ユ
ー
ル
な
ど
で
使
わ
れ
る
ア
ラ
ム
文
字
の
字
体
に
近
い
。
あ
ま
り
特
殊
化
し

て
い
な
い
、
バ
カ
ー
マ
ニ
シ
ュ
朝
以
来
の
伝
統
的
な
ア
ラ
ム
文
掌
・
の
字
体
、

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
、
表
記
面
で
は
、
ウ
ロ
ー
ド
塵
世
貨
の
銘
文

で
は
「
X
の
子
Y
」
が
磯
切
愚
輩
区
の
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
が
ア
ラ
ム
語
と
し
て
は
誤
り
で
、
し
た
が
っ
て
こ
の
文
字
で
表
わ
さ

れ
る
欝
語
が
ア
ラ
ム
語
で
は
な
い
こ
と
は
、
既
に
一
九
五
二
年
に
ヘ
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
。
し
d
図
瞬
は
ア
ラ
ム
語
で
は
「
私
の
子
」
と
い
う
意
味

で
あ
り
銘
文
の
文
脈
に
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
パ
ル
テ
ィ
ア
語
で
は

b6

}
顧
と
い
う
ア
ラ
ム
語
の
単
語
を
書
い
て
早
春
ぼ
と
訓
じ
て
読
む
が
、
同

様
に
こ
の
小
規
格
貨
の
銘
文
も
、
何
か
ア
ラ
ム
語
以
外
の
言
語
で
訓
読
さ
れ

て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
言
語
が
何
語
で
あ
る
の
か
、
動
詞
も
な
い
貨
幣
の
銘
文
か
ら
は
、
と

て
も
決
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
羅
切
菊
く
区
と
い
う
記
法
が
用
い
ら
れ

る
の
は
パ
ル
テ
ィ
ア
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヘ
ニ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に
注
記

す
る
。
「
字
体
の
点
か
ら
も
言
語
の
点
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
銘
文
の
言
語
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

パ
ル
テ
ィ
ア
語
で
あ
る
、
と
述
べ
る
こ
と
に
抵
触
す
る
も
の
は
何
も
な
い
」
。

ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
ら
の
小
規
格
有
銘
貨
幣
の
言
語
の
最
有
力
候
補
と
し
て
、
パ

ル
テ
ィ
ア
語
を
あ
げ
て
お
く
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
、
相
対
的
な
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

①
　
な
お
、
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ゥ
ロ
ー
ド
小
規
格
貨
銘
文
中
の
に
乏
ヨ
欝
鴇
（
あ

　
る
い
は
搾
鵠
3
穿
望
『
）
の
読
み
方
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
　
国
冨
日
」
寅
℃
目
欝
腎
ρ

　
〉
冨
呂
・
搾
σ
出
穿
《
び
Ω
ぎ
二
身
緊
ミ
薯
骨
湧
V
映
負
庵
ミ
戴
ミ
リ
の
い
ず
れ
と
も
う

　
ま
く
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
一
応
、
ギ
リ
シ
ア
語
形

　
を
経
由
し
た
形
で
ぎ
日
旨
㊤
鐸
冒
あ
る
い
は
H
6
コ
営
9
興
冒
と
い
う
読
み
を
考
え

　
て
い
る
が
、
こ
の
変
化
を
パ
ル
テ
ィ
ア
語
や
そ
の
他
の
言
語
の
既
知
の
音
韻
変
化
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紀元後のエリュマイス王国（春M）

　
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
と
思
う
。

②
〉
胃
㊤
呂
㌧
さ
ミ
ミ
§
辱
導
篭
工
、
℃
’
H
望
コ
．
α
Φ
◎
。
㌧
零
O
．
オ
ジ
ェ
の
累
9
b
。
O
ホ

　
に
対
す
る
読
み
も
〉
冒
僧
β
ご
§
も
鐘
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
翼
。
．

　
節
O
ら
q
の
H
n
I
ぴ
誌
犀
饗
は
、
は
じ
め
の
k
だ
け
で
な
く
、
つ
づ
く
び
コ
簿
ま
で

　
左
右
逆
転
し
た
逆
字
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ル
ラ
ム
の
善
の
読
み
替
え
に
は
従
っ
て

　
は
な
ら
な
い
。
彼
は
、
罵
。
琶
旨
σ
Q
噛
8
雪
α
q
占
ω
鴛
＜
9
一
（
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
エ
リ

　
ュ
マ
イ
ス
字
体
の
蓉
に
つ
い
て
全
く
理
解
し
て
い
な
い
（
〉
胃
ρ
ヨ
㌧
愚
・
霞
目
℃
・

　
嵩
O
p
紹
炉
器
8
や
屋
轡
昌
．
0
0
◎
。
”
無
O
）
。

③
〉
崔
。
窪
。
9
冨
男
鵡
蓄
、
護
。
弓
㊤
δ
ω
O
o
一
、
蛍
《
老
僧
巴
ρ
℃
唱
．
b
。
二
四
置
”

　
b
。
ω
α
や
出
日
算
O
ミ
ミ
£
§
陶
℃
や
與
。
r
b
。
＄
で
も
も
ち
ろ
ん
宮
と
読
ん
で
い

　
る
。
本
章
で
述
べ
る
よ
う
に
鐸
か
じ
ご
濁
磯
（
σ
蔓
）
か
は
言
語
の
違
い
を
反
映

　
し
た
表
記
の
違
い
な
の
で
あ
る
が
、
オ
ジ
ェ
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
全
く
認
識
し

　
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
字
の
読
み
や
宇
体
の
相
違
に
つ
い
て
注
意
散
漫
な
点
が
み

　
う
け
ら
れ
る
。

④
　
ア
ラ
ム
語
以
外
の
言
語
で
訓
読
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
ア
ラ
ム
語
詞
に
、
大
文

　
字
が
用
い
ら
れ
る
。

⑤
　
こ
れ
は
、
フ
ー
ゼ
ス
タ
ソ
各
所
の
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国
時
代
に
彫
ら
れ
た
浮
彫

　
の
年
代
決
定
に
際
し
て
重
要
な
材
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
パ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に

　
よ
っ
て
年
代
を
決
め
て
い
る
の
は
、
属
宥
曇
㊤
離
P
H
葛
繧
君
¢
o
一
あ
α
ぴ
・
旨
曾
ロ
9
ω

　
で
あ
る
が
、
ハ
ル
マ
ッ
タ
は
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
貨
幣
内
の
文
宇
の
変
化
に
気
づ
い
て

　
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
ハ
ル
マ
ッ
タ
は
タ
ン
ゲ
・
ボ
タ
ー
ソ
碑
文
の

　
年
代
を
H
A
期
以
前
に
澱
い
て
い
る
が
、
貨
幣
の
宇
体
の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
れ

　
ば
、
ウ
ロ
ー
ド
引
手
以
前
、
と
ハ
ル
マ
ッ
タ
の
年
代
よ
り
数
十
年
新
し
い
年
代
を

　
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
も
他
の
美
術
史
家
た
ち
の
説
（
＜
磐
血
。
μ
し
口
Φ
㌘

　
α
q
9
－
o
Q
。
げ
な
℃
ヨ
㊤
コ
P
卜
三
二
、
魁
書
参
照
）
よ
り
は
か
な
り
古
い
年
代
で
あ
る
。

⑥
写
真
で
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、
≧
毒
旨
℃
さ
ミ
馬
や
§
特
忌
蕊
3
↓
h
・

　
δ
℃
幽
◎
。
Q
。
．
ウ
ロ
ー
ド
一
世
貨
の
m
の
字
体
よ
り
、
ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
貨
の
m
の
掌
体

　
の
方
が
、
豆
B
期
貨
幣
の
m
の
字
体
に
近
い
、
す
な
わ
ち
新
し
い
も
の
で
あ
る
、

　
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
王
位
の
継
承
順
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
ヴ
ァ
ル
ダ
ニ
ア
ン
説

　
に
対
す
る
反
証
と
な
る
。

⑦
パ
ル
テ
ィ
ァ
文
字
に
つ
い
て
は
、
〈
．
〉
■
い
ぞ
ω
7
跨
P
累
①
≦
憶
渇
け
匡
㊤
＝
U
o
。
〒

　
目
Φ
馨
跨
。
ヨ
6
Q
o
暮
甥
↓
騙
二
ρ
づ
o
a
ω
δ
炉
」
箆
晦
亀
誤
、
お
ミ
b
℃
℃
■
一
領
占
Q
。
α

　
の
や
6
↓
の
表
参
照
。
各
種
ア
ラ
ム
文
字
に
つ
い
て
は
、
窯
．
〉
幽
殉
幽
O
o
ぼ
。
争

　
σ
Q
P
寄
ミ
ミ
a
§
」
ミ
層
ピ
。
コ
血
。
昌
一
り
醐
8
℃
．
ぱ
①
の
表
参
照
（
た
だ
し
エ
リ
ュ
マ

　
イ
ス
開
口
は
不
正
確
）
。
　
ロ
レ
ッ
ジ
の
本
は
、
小
玉
新
次
郎
琉
の
御
好
意
に
よ
っ

　
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
籍
す
る
。

⑧
出
。
自
誓
α
Q
・
月
き
σ
q
，
凶
ω
p
署
巴
ρ
℃
℃
・
δ
α
占
①
◎
貨
幣
学
者
に
よ
る
追
認
は

　
い
①
男
鼠
。
さ
卸
才
筆
や
嵩
Q
◎
’

⑨
誕
2
三
謎
い
。
℃
．
9
け
‘
や
器
③
目
」
◆

む

す

び

　
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国
H
A
期
の
王
位
の
継
承
順
、
貨
幣
の
鋳
造
地
、
銘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
言
語
に
つ
い
て
確
認
で
き
れ
ば
、
は
じ
め
に
、
で
述
べ
た
結
論
に
容
易
に

到
達
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
小
規
格
有
銘
貨
幣
（
ス
ー
サ
鋳
造
）
の
銘
文
は
、
ウ
ロ
ー
ド

一
世
と
フ
ラ
ア
ー
ト
の
貨
幣
で
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
記
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
づ
く

ウ
ロ
ー
ド
ニ
世
と
カ
ブ
ネ
シ
ュ
キ
ー
ル
ゥ
ロ
！
ド
の
貨
幣
で
は
不
明
の
、
パ

ル
テ
ィ
ア
語
と
も
考
え
ら
れ
る
言
語
で
記
さ
れ
る
。
大
規
格
貨
（
鋳
造
地
は
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ス
ー
サ
で
は
な
い
）
の
銘
文
は
ウ
ロ
ー
ド
一
世
以
下
エ
リ
ェ
マ
イ
ス
字
体
の

ア
ラ
ム
語
で
記
さ
れ
る
。

　
小
規
格
貨
銘
文
と
大
規
格
貨
銘
文
の
欝
語
の
相
違
は
、
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王

国
内
で
の
ス
…
サ
の
も
つ
独
自
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　
小
規
格
貨
銘
文
の
習
語
の
交
替
は
、
ス
ー
サ
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
文
化
の

衰
微
を
象
徴
す
る
も
の
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
大
規
格
貨
銘
文
の
言
語
が
ザ
グ
ロ
ス
山
間
部
の
諸
碑
文
と
同
じ
く

ア
ラ
ム
語
で
あ
る
こ
と
は
、
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
王
国
下
の
フ
ー
ゼ
ス
タ
ン
の
文

化
、
た
と
え
ば
美
術
、
を
パ
ル
ミ
ュ
ラ
、
ハ
ト
ラ
、
ド
ゥ
ラ
・
エ
ウ
ロ
ボ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
ど
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
以
西
の
ア
ラ
ム
語
圏
の
文
化
と
比
較
す
る
際
に
、
重
要

な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

①
新
し
い
王
位
の
継
承
順
を
採
用
し
た
貨
幣
学
者
た
ち
は
、
銘
文
の
言
語
に
関
す

　
る
ヘ
ニ
ン
グ
の
指
摘
を
十
分
認
識
し
で
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
〉
燭
σ
q
少
竃
。
〒

　
舞
8
ω
ユ
、
ゆ
芝
ヨ
巴
山
。
で
は
、
ア
ラ
ム
文
字
で
表
わ
さ
れ
る
両
言
語
と
も
ア
ラ
ム

　
語
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
反
対
に
、
寓
・
〉
胃
四
ヨ
噸
冬
§
慧
＆
憶
臓
§
晩
馬
3
℃
・

　
お
。
。
b
達
‘
≧
。
。
碧
置
ω
聾
．
〉
嵩
p
o
建
O
o
｛
奉
σ
q
Φ
吻
肉
、
き
く
。
一
．
貝
富
ω
ρ
9
お
◎
。
◎

　
唱
や
認
①
1
鰹
O
中
の
や
匁
O
で
は
、
両
言
語
と
も
パ
ル
テ
ィ
ア
語
と
さ
れ
て
い

　
る
。

②
エ
リ
ュ
マ
イ
ス
を
含
む
こ
れ
ら
の
地
域
の
美
術
は
、
し
ば
し
ば
「
パ
ル
テ
ィ

　
ア
」
美
術
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
呼
称
に
対
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
反
対
意
見
が
出
さ

　
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
パ
ル
ミ
ェ
ラ
は

　
ア
ル
シ
ャ
ク
朝
の
支
配
下
に
は
な
か
っ
た
こ
と
、
バ
ル
ミ
ュ
ラ
と
ハ
ト
ラ
か
ら
は

　
パ
ル
テ
ィ
ア
語
の
碑
文
、
文
書
は
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
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